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　毎
日
の
日
課
で
あ
る
小
学

生
の
登
校
班
に
付
き
添
っ
て

て
い
く
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
。

　４
月
の
入
学
当
初
は
真
っ

直
ぐ
歩
け
ず
フ
ラ
フ
ラ
、
つ

ま
ず
く
子
ど
も
た
ち
が
多
か

っ
た
。

　ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
い
の

か
、
両
手
を
塞
ぐ
手
荷
物
の

体
操
着
、
絵
の
具
道
具
も
重

い
の
だ
ろ
う
。

　そ
の
１
年
生
が
３
カ
月
も

経
過
す
る
と
見
違
え
る
よ
う
に

足
が
前
に
進
む
よ
う
に
な
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
ス

ピ
ー
ド
は
認
め
て
は
い
る
も

の
の
、
毎
年
驚
か
さ
れ
る
。

　そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に

６
年
生
、
身
長
も
抜
か
れ
て

し
ま
う
。

　こ
の
魚
沼
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
、感
謝
し
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未

来
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
。

　日
々
考
え
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（星

　直
樹
）

あ
と
が
き

　私
は
高
校
卒
業
後
、
地
元
魚
沼
に
残
り

就
職
を
し
ま
し
た
。
地
元
に
残
っ
て
い
る

同
級
生
や
友
達
は
少
な
く
、
最
初
は
寂
し

い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
地

域
や
町
内
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
以

前
よ
り
も
増
え
、
そ
こ
で
の
新
し
い
出
会

い
も
あ
り
ま
し
た
。
お
誘
い
を
受
け
て
町

内
の
駅
伝
部
に
入
部
し
、
休
日
は
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
走
り
、
そ
の
後
は
乾
杯
!!
と

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、魚
沼
市
の
消
防
団
に
も
入
団
し
、

ウ
オ
ヌ
マ
ン
と
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

で
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　私
は
、
仕
事
や
こ
う
い
っ
た
地
域
の
活

動
を
通
し
て
魚
沼
に
貢
献
で
き
て
い
る
こ

と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も

大
好
き
な
魚
沼
の
た
め
に
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
地
域

の
活
動
へ
の
参
加
、
ま
た
、
魚
沼
市
消
防

団
へ
の
入
団
待
っ
て
ま
す
。

市
民
の
声

● 

字
数
３
０
０
字
程
度

● 

住
所
・
氏
名
︵
匿
名
で
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
︶
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０
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原
稿
を
募
集
し
ま
す

堀
之
内

　横
山

　有
さ
ん

・定例会・補正予算・議案賛否の状況
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こんにちは

魚沼市議会です

令和6年

第2回定例会
No.86

C o n t e n t s

消防演習 放水訓練

穴
沢

佐
藤

　貞
さ
ん

　就
農
し
て
か
れ
こ
れ
15
年
目
を
迎
え
、

気
づ
け
ば
ア
ラ
フ
ィ
フ
と
な
り
、
立
場
や

役
目
も
随
分
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
変
わ
ら
な
い
の
が
減
り
続
け
る
米

の
需
要
。
米
生
産
者
と
し
て
悩
ま
し
い
所

で
す
が
、
世
界
へ
目
を
向
け
る
と
真
逆
の

事
情
を
抱
え
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
紛
争

や
貧
困
、
温
暖
化
の
影
響
で
食
糧
難
に
苦

し
む
人
た
ち
は
多
く
い
ま
す
。
そ
れ
が
我

が
子
だ
と
し
た
ら
誰
か
に
助
け
て
ほ
し

い
。
日
本
の
米
が
そ
う
し
た
人
達
の
助
け

に
な
ら
な
い
も
の
か
。
あ
る
所
で
そ
ん
な

提
案
を
し
た
と
こ
ろ
、
支
援
と
は
求
め
ら

れ
た
も
の
を
届
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
金

銭
的
な
支
援
に
な
る
と
言
わ
れ
、
意
気
消

沈
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
も
っ
と
も

で
す
が
、
食
料
は
い
ず
れ
必
要
に
な
る
わ

け
で
、
そ
こ
に
日
本
の
米
を
活
用
で
き
な

い
も
の
か
。魚
沼
米
を
形
あ
る
愛
と
し
て
、

魚
沼
市
か
ら
世
界
へ
届
け
た
い
。
愛
あ
る

魚
沼
市
に
は
後
継
者
が
育
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
く
。
そ
ん
な
幸

せ
を
夢
に
こ
れ
か
ら

も
汗
を
か
い
て
い
き

ま
す
。

熱中症対策として

を活用しましょう

https://www.city.uonuma.lg.jp/
　　　　　　　　page/1022563.htm l

詳しくは、こちらでご覧になれます。

　クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）とは、暑さをし

のげる場所として、市が指定した施

設です。 暑い日は無理せずに、クーリ

ングシェルターをご利用ください。

　令和６年６月24日現在、公共施設

８カ所、ウエルシア薬局株式会社の

市内２店舗３カ所をご利用できます。

ウエルシア薬局新潟小出店

ウエルシア薬局新潟小出東店

ウエルシア新潟小出東店

民間施設２店舗３カ所

公共施設８カ所

魚沼市役所本庁舎（１階ロビー）

小出郷図書館

堀之内公民館図書室

湯之谷公民館図書室

広神図書館

守門公民館図書室

入広瀬公民館図書室

小出公園管理棟



23 魚 沼 市 議 会 だ よ り魚 沼 市 議 会 だ よ り

議案
第87号

◎
特別養護老人ホーム鮎の里改修工事（建築）
請負契約の締結について

議案
第88号

◎
特別養護老人ホーム鮎の里改修工事（機械設備）
請負契約の締結について

議案
第89号

◎
特別養護老人ホーム鮎の里改修工事（電気設備）
請負契約の締結について

議案
第90号

◎
小出郷福祉センター等解体撤去工事請負契約の変更について

議案
第91号

◎
和解及び損害賠償の額を定めることについて

議案
第92号

◎
新潟県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　例

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　例

そ

　
　
　
　
　の

　
　
　
　
　他

人

　
　事

請
願

発
議

議案
第60号

○
魚沼市老人憩の家条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第54号

◎（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第63号

○
魚沼市廃棄物処理施設条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第54号

◎（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第64号

○
魚沼市斎場条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第54号

◎（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第65号

○
魚沼市さわやかセンター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第２回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

議案
第45号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第４号 令和５年度魚沼市一般会計補正予算（第９号））

議案
第46号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第５号 令和５年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第４号））

議案
第47号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第６号 令和５年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第３号））

議案
第48号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第７号 魚沼市税条例の一部改正について）

議案
第49号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第８号 魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について）

議案
第50号

◎令和６年度魚沼市一般会計補正予算（第１号）

議案
第51号

◎
令和６年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）

予

　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　例

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　例議案

第52号
◎

魚沼市暴力団排除条例の一部改正について

議案
第56号

◎
魚沼市ふるさと回帰育英基金条例の一部改正について

（暴力団による公の施設の利用を制限する改正）

議案
第53号

◎

魚沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正について

（魚沼地域医師会連絡協議会の定める産業医報酬の改定
に伴う本市の産業医報酬額の改正）

議案
第54号

○
魚沼市折立ふれあいの郷条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための利用料金の改正）

議案
第55号

○
魚沼市文化会館条例の一部改正について

（名称改正及び社会情勢やサービスの利用実態等に合わせ
た適正な受益者負担を維持するための施設使用料の改正）

（寄附金を財源とし、ふるさと回帰育英基金の額を増額するもの）

議案
第57号

○

魚沼市ボランティアセンター条例の一部改正について

議案
第58号

○
魚沼市守門健康センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第59号

○
魚沼市高齢者福祉センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

（名称改正及び社会情勢やサービスの利用実態等に合わ
せた適正な受益者負担を維持するための施設使用料の
改正）

議案
第82号

◎
財産の取得について（小型動力消防ポンプ付普通積載車３台）

（老朽化に伴う更新（魚沼市消防団第4、10、11分団））

議案
第83号

◎
財産の取得について（ロータリ除雪車）

（老朽化に伴う更新（湯之谷地域））

議案
第84号

◎
財産の取得について（小型除雪車）

（老朽化に伴う更新（小出地域））

（アスベスト含有物撤去等の追加に伴う工事費の変更）

（本来消費税課税事業である障害者相談支援事業委託に
おいて非課税事業と誤認識していたことによるもの）

（被保険者証等の廃止に伴う変更）

議案
第96号

◎

寿和温泉ヘルス棟・プール棟解体撤去工事請負契約
の変更について

議案
第93号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（渋川　佐藤 忠雄　氏）

議案
第94号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（東野名　穴沢 俊蔵　氏）

請願
第１号

◎
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書の採択を求める請願書

発議
第３号

◎
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書の提出について

議案
第95号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（穴沢　佐藤 英里　氏）

議案
第85号

◎
財産の取得について（小型除雪車）

（老朽化に伴う更新（入広瀬地域））

議案
第86号

◎
土地の取得について

（水の郷工業団地第３期造成事業用地の取得）

　令和６年第２回定例会が、６月14日から７月３日までの20日間の会期で開催されました。初日に専決処
分の承認５件、令和６年度一般会計補正予算ほか１件の補正予算、財産の取得、特別養護老人ホーム鮎の
里改修工事等を可決し、人権擁護委員候補者の推薦について適任としました。
　６月17日、18日には、12人の議員が市政全般にわたる一般質問を行いました。
　７月３日の最終日には、各委員会付託の議案、市長から追加提案された議案についていずれも原案のと
おり可決され、請願１件が採択されました。また、委員会発議の意見書１件を可決しました。

第２回定例会報告第２回定例会報告

主　　な　　内　　容計

353億60万円

補正額

△9億1,850万円

補正前の額

令和５年度
魚沼市一般会計補正予算
（第９号）（専決処分）

362億1,910万円

歳入：実績に基づく物価高騰対策重点支援地方創生
臨時交付金の減額、ふるさと寄附金及びふるさと結
寄附金の繰入金からの減額調整など
歳出：事業費の確定、事業の実績見込みの精査によ
り生じた不用額の減額及び財源内訳の変更など

本年12月２日よりマイナンバー改正法の施行による
現行の被保険者証の廃止に伴うシステム改修の内容
決定による増額

53億7,250万円0円

令和５年度
魚沼市介護保険
特別会計補正予算
（第３号）（専決処分）

53億7,250万円

367億2,570万円5億8,670万円

32億3,870万円70万円

令和６年度
魚沼市一般会計補正予算
（第１号）

令和６年度
魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算
（第１号）

361億3,900万円

32億3,800万円

1億7,770万円△430万円

令和５年度
魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算
（第４号）（専決処分）

1億8,200万円

第２回定例会補正予算第２回定例会補正予算

守門診療所の電子カルテ整備に係る備品購入費の実
績による減額

繰越明許費の設定（共同利用型住民情報系システム
の改修業務委託の一部に係る予算）

歳入：デジタル田園都市国家構想交付金の内示によ
る増額、定額減税補足給付金、物価高騰対応重点支
援地方創生交付金の追加、教育関連寄附金の計上など
歳出：定額減税補足給付金の給付、令和６年度住民
税における非課税又は均等割のみ課税世帯への給付
に係る経費など

議案
第69号

○
魚沼市立学校施設使用料条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第73号

○

魚沼市農業近代化施設条例の一部改正について
（入広瀬温室の用途廃止に伴う改正及び、社会情勢やサ
ービスの利用実態等に合わせた適正な受益者負担を維
持するための農業近代化施設等の使用料の改正）

議案
第68号

○

魚沼市市民会館条例の一部改正について
（利用実態に合わせて利用できる施設の見直し及び、社
会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益
者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第67号

○

魚沼市公民館条例の一部改正について
（利用実態に合わせて利用できる施設の見直し及び、社
会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益
者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第66号

◎

魚沼市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
（東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助
成に関する法律の厚生労働省関係規定の施行等に関す
る政令の改正によりずれが生じた引用条項の改正）

議案
第70号

○

魚沼市体育施設条例の一部改正について
（一部の屋内体育施設の名称改正及び、社会情勢やサー
ビスの利用実態等に合わせた適正な受益者負担を維持
するための屋内体育施設等の使用料の改正）

議案
第72号

○
魚沼市地域振興センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第77号

○
魚沼市交流施設条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第79号

○
魚沼市温泉利用条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための配湯に係る使用料の改正）

議案
第80号

○
魚沼市都市公園条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための有料公園施設の使用料の改正）

議案
第74号

○
魚沼市農村環境改善センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第75号

○
魚沼市総合案内及び物産販売施設条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第76号

○

魚沼市観光施設等条例の一部改正について
（湯之谷トレーニングセンターの名称改正及び、社会情
勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益者負
担を維持するため各観光施設等の使用料の改正）

議案
第78号

○

魚沼市温泉施設等条例の一部改正について
（湯之谷交流センターユピオの名称改正及び、社会情勢
やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益者負担
を維持するため各温泉施設等の使用料の改正）

議案
第81号

○

魚沼市公営企業の設置等に関する条例の一部改正について
（地方自治法の改正によりずれが生じた引用条項の改正
及び物品等の取得価格を踏まえ、職員の賠償責任の免
除について議会の同意を要する賠償額の改正）

議案
第71号

○

魚沼市旧目黒家住宅、目黒邸資料館、守門民俗文化
財館及び旧佐藤家住宅条例の一部改正について

（旧佐藤家住宅の名称改正及び、社会情勢やサービスの
利用実態等に合わせた適正な受益者負担を維持するた
めの各施設の入場料の改正）
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賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議案賛否の状況

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

議案
第61号

○

魚沼市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
（地方自治法の改正により、ずれが生じた引用条項の改
正及び物品等の取得価格を踏まえ、職員の賠償責任の
免除について議会の同意を要する賠償額の改正）

議案
第62号

○
魚沼市保健センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

※議案の賛否の状況は３ページをご覧ください。

（天井裏等の不可視部分の配管及びダクト解体撤去の追
加に伴う工事費の変更）
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議案
第87号

◎
特別養護老人ホーム鮎の里改修工事（建築）
請負契約の締結について

議案
第88号

◎
特別養護老人ホーム鮎の里改修工事（機械設備）
請負契約の締結について

議案
第89号

◎
特別養護老人ホーム鮎の里改修工事（電気設備）
請負契約の締結について

議案
第90号

◎
小出郷福祉センター等解体撤去工事請負契約の変更について

議案
第91号

◎
和解及び損害賠償の額を定めることについて

議案
第92号

◎
新潟県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
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請
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議案
第60号

○
魚沼市老人憩の家条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第54号

◎（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第63号

○
魚沼市廃棄物処理施設条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第54号

◎（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第64号

○
魚沼市斎場条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第54号

◎（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第65号

○
魚沼市さわやかセンター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第２回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

議案
第45号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第４号 令和５年度魚沼市一般会計補正予算（第９号））

議案
第46号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第５号 令和５年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第４号））

議案
第47号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第６号 令和５年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第３号））

議案
第48号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第７号 魚沼市税条例の一部改正について）

議案
第49号

◎
専決処分の承認を求めることについて

（専決第８号 魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について）

議案
第50号

◎令和６年度魚沼市一般会計補正予算（第１号）

議案
第51号

◎
令和６年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）

予
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　例議案

第52号
◎

魚沼市暴力団排除条例の一部改正について

議案
第56号

◎
魚沼市ふるさと回帰育英基金条例の一部改正について

（暴力団による公の施設の利用を制限する改正）

議案
第53号

◎

魚沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正について

（魚沼地域医師会連絡協議会の定める産業医報酬の改定
に伴う本市の産業医報酬額の改正）

議案
第54号

○
魚沼市折立ふれあいの郷条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための利用料金の改正）

議案
第55号

○
魚沼市文化会館条例の一部改正について

（名称改正及び社会情勢やサービスの利用実態等に合わせ
た適正な受益者負担を維持するための施設使用料の改正）

（寄附金を財源とし、ふるさと回帰育英基金の額を増額するもの）

議案
第57号

○

魚沼市ボランティアセンター条例の一部改正について

議案
第58号

○
魚沼市守門健康センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第59号

○
魚沼市高齢者福祉センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

（名称改正及び社会情勢やサービスの利用実態等に合わ
せた適正な受益者負担を維持するための施設使用料の
改正）

議案
第82号

◎
財産の取得について（小型動力消防ポンプ付普通積載車３台）

（老朽化に伴う更新（魚沼市消防団第4、10、11分団））

議案
第83号

◎
財産の取得について（ロータリ除雪車）

（老朽化に伴う更新（湯之谷地域））

議案
第84号

◎
財産の取得について（小型除雪車）

（老朽化に伴う更新（小出地域））

（アスベスト含有物撤去等の追加に伴う工事費の変更）

（本来消費税課税事業である障害者相談支援事業委託に
おいて非課税事業と誤認識していたことによるもの）

（被保険者証等の廃止に伴う変更）

議案
第96号

◎

寿和温泉ヘルス棟・プール棟解体撤去工事請負契約
の変更について

議案
第93号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（渋川　佐藤 忠雄　氏）

議案
第94号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（東野名　穴沢 俊蔵　氏）

請願
第１号

◎
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書の採択を求める請願書

発議
第３号

◎
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の
１復元に係る意見書の提出について

議案
第95号

◎
人権擁護委員候補者の推薦について

（穴沢　佐藤 英里　氏）

議案
第85号

◎
財産の取得について（小型除雪車）

（老朽化に伴う更新（入広瀬地域））

議案
第86号

◎
土地の取得について

（水の郷工業団地第３期造成事業用地の取得）

　令和６年第２回定例会が、６月14日から７月３日までの20日間の会期で開催されました。初日に専決処
分の承認５件、令和６年度一般会計補正予算ほか１件の補正予算、財産の取得、特別養護老人ホーム鮎の
里改修工事等を可決し、人権擁護委員候補者の推薦について適任としました。
　６月17日、18日には、12人の議員が市政全般にわたる一般質問を行いました。
　７月３日の最終日には、各委員会付託の議案、市長から追加提案された議案についていずれも原案のと
おり可決され、請願１件が採択されました。また、委員会発議の意見書１件を可決しました。

第２回定例会報告第２回定例会報告

主　　な　　内　　容計

353億60万円

補正額

△9億1,850万円

補正前の額

令和５年度
魚沼市一般会計補正予算
（第９号）（専決処分）

362億1,910万円

歳入：実績に基づく物価高騰対策重点支援地方創生
臨時交付金の減額、ふるさと寄附金及びふるさと結
寄附金の繰入金からの減額調整など
歳出：事業費の確定、事業の実績見込みの精査によ
り生じた不用額の減額及び財源内訳の変更など

本年12月２日よりマイナンバー改正法の施行による
現行の被保険者証の廃止に伴うシステム改修の内容
決定による増額

53億7,250万円0円

令和５年度
魚沼市介護保険
特別会計補正予算
（第３号）（専決処分）

53億7,250万円

367億2,570万円5億8,670万円

32億3,870万円70万円

令和６年度
魚沼市一般会計補正予算
（第１号）

令和６年度
魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算
（第１号）

361億3,900万円

32億3,800万円

1億7,770万円△430万円

令和５年度
魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算
（第４号）（専決処分）

1億8,200万円

第２回定例会補正予算第２回定例会補正予算

守門診療所の電子カルテ整備に係る備品購入費の実
績による減額

繰越明許費の設定（共同利用型住民情報系システム
の改修業務委託の一部に係る予算）

歳入：デジタル田園都市国家構想交付金の内示によ
る増額、定額減税補足給付金、物価高騰対応重点支
援地方創生交付金の追加、教育関連寄附金の計上など
歳出：定額減税補足給付金の給付、令和６年度住民
税における非課税又は均等割のみ課税世帯への給付
に係る経費など

議案
第69号

○
魚沼市立学校施設使用料条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第73号

○

魚沼市農業近代化施設条例の一部改正について
（入広瀬温室の用途廃止に伴う改正及び、社会情勢やサ
ービスの利用実態等に合わせた適正な受益者負担を維
持するための農業近代化施設等の使用料の改正）

議案
第68号

○

魚沼市市民会館条例の一部改正について
（利用実態に合わせて利用できる施設の見直し及び、社
会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益
者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第67号

○

魚沼市公民館条例の一部改正について
（利用実態に合わせて利用できる施設の見直し及び、社
会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益
者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第66号

◎

魚沼市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
（東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助
成に関する法律の厚生労働省関係規定の施行等に関す
る政令の改正によりずれが生じた引用条項の改正）

議案
第70号

○

魚沼市体育施設条例の一部改正について
（一部の屋内体育施設の名称改正及び、社会情勢やサー
ビスの利用実態等に合わせた適正な受益者負担を維持
するための屋内体育施設等の使用料の改正）

議案
第72号

○
魚沼市地域振興センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第77号

○
魚沼市交流施設条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第79号

○
魚沼市温泉利用条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための配湯に係る使用料の改正）

議案
第80号

○
魚沼市都市公園条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための有料公園施設の使用料の改正）

議案
第74号

○
魚沼市農村環境改善センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第75号

○
魚沼市総合案内及び物産販売施設条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

議案
第76号

○

魚沼市観光施設等条例の一部改正について
（湯之谷トレーニングセンターの名称改正及び、社会情
勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益者負
担を維持するため各観光施設等の使用料の改正）

議案
第78号

○

魚沼市温泉施設等条例の一部改正について
（湯之谷交流センターユピオの名称改正及び、社会情勢
やサービスの利用実態等に合わせた適正な受益者負担
を維持するため各温泉施設等の使用料の改正）

議案
第81号

○

魚沼市公営企業の設置等に関する条例の一部改正について
（地方自治法の改正によりずれが生じた引用条項の改正
及び物品等の取得価格を踏まえ、職員の賠償責任の免
除について議会の同意を要する賠償額の改正）

議案
第71号

○

魚沼市旧目黒家住宅、目黒邸資料館、守門民俗文化
財館及び旧佐藤家住宅条例の一部改正について

（旧佐藤家住宅の名称改正及び、社会情勢やサービスの
利用実態等に合わせた適正な受益者負担を維持するた
めの各施設の入場料の改正）

議

決

結

果

議
案
番
号
等

富
永
三
千
敏

高
野
甲
子
雄

星

　直
樹

本
田

　篤

佐
藤

　肇

佐
藤
敏
雄

大
桃
俊
彦

大
平
恭
児

渡
辺
一
美

関
矢
孝
夫

佐
藤
達
雄

浅
井
宏
昭

森
島
守
人

星
野
み
ゆ
き

賛

　
　成

反

　
　対

志
田

　貢

遠
藤
徳
一

桑
原
郁
夫

横
山
正
樹

魚沼大地クラブ 魚沼クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属
なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

２

3

14

13

原案可決

原案可決

議案第54・57〜
65・67〜81号

議案第55号

※

※

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議案賛否の状況

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

議案
第61号

○

魚沼市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
（地方自治法の改正により、ずれが生じた引用条項の改
正及び物品等の取得価格を踏まえ、職員の賠償責任の
免除について議会の同意を要する賠償額の改正）

議案
第62号

○
魚沼市保健センター条例の一部改正について

（社会情勢やサービスの利用実態等に合わせた適正な受
益者負担を維持するための施設使用料の改正）

※議案の賛否の状況は３ページをご覧ください。

（天井裏等の不可視部分の配管及びダクト解体撤去の追
加に伴う工事費の変更）
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

持
続
可
能
な
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
生
産
体
制
に
つ

い
て
問
う

浅井　宏昭

　
　
　子
ど
も
の
生
命
を
守
る
た
め
、
学

校
に
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
置
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　
　各
学
校
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　企
業
か
ら
の
寄
附
で
防
災
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
配
置
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
企
業

の
名
前
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
入
れ
た
り
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

取
組
も
有
意
義
で
は
な
い
か
。

　
　
　と
て
も
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う

の
で
、
そ
れ
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　登
下
校
時
の
ク
マ
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　小
学
生
に
ク
マ
除
け
の
鈴
を
貸
与

し
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
着
用
し
て
い
る
。

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
学
校
区
に
対

し
て
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

通
学
経
路
に
ク
マ
が
現
れ
た
場
合
、
も
し

く
は
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
場
合

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
臨
時
運
行
を
含
め

た
柔
軟
な
対
応
を
検
討
す
る
。

　
　
　ク
マ
出
没
情
報
が
近
く
で
出
た
場

合
、
万
が
一
の
備
え
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
に
ク
マ
ス
プ
レ
ー
を
貸
与
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　有
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
安
全
面
も

考
慮
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　幼
少
期
の
検
診
項
目
の
中
に
、
新

た
に
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
を
組
み
込
ん
で
は

ど
う
か
。

　
　
　「離
乳
食
・
幼
児
食
準
備
教
室
」

の
ほ
か
、
妊
娠
期
か
ら
保
護
者
に
寄
り
添

っ
た
伴
走
型
の
相
談
支
援
の
中
で
、
い
つ

で
も
相
談
に
応
じ
る
体
制
を
整
え
、
今
後

も
対
応
し
て
い
く
。
検
診
時
に
一
律
に
ア

レ
ル
ギ
ー
の
検
査
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

問問問 答答答

問問 答答

　自
治
体
が
計
画
す
る
現
行
の
各
種
防
災

計
画
だ
け
で
は
観
光
客
を
守
れ
な
い
。
観

光
誘
客
す
る
自
治
体
の
責
務
と
し
て
「
観

光
危
機
管
理
計
画
」
を
策
定
す
べ
き
だ
。

災
害
発
生
時
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　外
国
人
を
含
む
多
く
の
観
光
客
等

が
帰
宅
困
難
と
な
り
、
駅
や
行
政
窓
口
等

に
押
し
寄
せ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　市
の
地
域
防
災
計
画
の
内
容
に
沿

っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　避
難
所
へ
の
観
光
客
の
受
入
れ
対

応
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　市
民
と
同
様
に
受
入
れ
を
行
う
。

　
　
　土
砂
災
害
で
道
路
な
ど
の
破
損
・

崩
壊
な
ど
が
起
き
た
場
合
に
、
偶
然
、
本

市
を
通
過
し
て
い
た
観
光
客
な
ど
へ
の
情

報
提
供
・
避
難
誘
導
等
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

　
　
　安
全
に
避
難
所
や
帰
路
に
つ
け
る

よ
う
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
を
活
用
し
、
道

路
状
況
や
災
害
発
生
場
所
等
の
情
報
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
場
で
の
交
通
誘

導
等
を
行
う
。

　
　
　大
雪
で
通
行
止
め
と
な
り
、
職
員

が
非
常
食
の
配
布
や
情
報
提
供
を
し
た
経

緯
が
あ
る
。
そ
の
後
の
検
証
で
運
用
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
等
は
行
っ
た
か
。

　
　
　車
両
滞
留
の
対
応
は
、
原
則
、
国

等
の
道
路
管
理
者
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、市
と
し
て
も
協
力
で
き
る
よ
う
、

今
後
、
道
路
管
理
者
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　旅
館
等
は
宿
泊
客
の
避
難
誘
導

や
、
時
に
は
避
難
所
と
な
り
本
来
業
務
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
風
評
被
害
で
営
業
で

き
な
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
観
光
事
業

者
と
の
平
時
か
ら
の
協
議
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　平
常
時
か
ら
市
内
観
光
事
業
者
と

の
連
携
が
図
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
や

取
組
を
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　観
光
客
等
の
受
入
れ
を
促
進
す
る

本
市
の
責
務
と
し
て
観
光
危
機
管
理
は
重

要
だ
。計
画
策
定
に
向
け
て
着
手
し
な
い
か
。

　
　
　市
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
具

体
的
な
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問問問 答答答

問問 問 答答答

　当
市
に
お
い
て
は
、
次
期
市
長
選
挙
が

半
年
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
間

で
は
、
次
期
市
長
選
挙
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
今
後
の
市
政
運
営
の
方
向
性
に

対
す
る
期
待
や
不
安
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
内
田
市
長
ご
自
身
の
次

期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
に
つ
い
て
の
意
向

を
問
う
。

　
　
　こ
の
質
問
は
、
市
政
の
今
後
の
方

向
性
を
明
確
化
し
、
市
民
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
に
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
市
長
選
挙
を
半
年
後
に
控
え
、
内
田

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
問
う
。

　
　
　今
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
就
任
後

間
も
な
く
世
界
中
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
対
峙
で
あ
っ
た
。
未
知
の

感
染
症
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
感
染
防
止

対
策
は
、
ま
さ
に
手
探
り
の
状
況
で
あ
り

様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
市
民
の
暮
ら
し
や

地
域
経
済
の
下
支
え
も
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
き
た
。
何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
我

慢
の
お
か
げ
で
魚
沼
市
全
体
が
一
丸
と
な

っ
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。
合
併
し
て
20
年
、

歴
代
の
市
長
が
そ
の
時
々
に
あ
る
課
題
に

対
し
、
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
果
敢
に
取

り
組
ん
で
き
た
政
策
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん

で
き
た
。「
継
続
は
力
な
り
」
と
言
わ
れ

る
が
、
停
滞
さ
せ
て
は
い
け
な
い
行
政
課

題
に
対
し
、
判
断
を
間
違
わ
ず
に
職
員
と

と
も
に
解
決
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を
念

頭
に
全
力
で
公
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
や
公
約
の
達
成
状
況
を

振
り
返
り
、
次
の
４
年
間
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
公
約
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
と
対
話
を
積
み
重
ね
な
が
ら

作
り
上
げ
た
い
。
２
期
目
に
向
け
て
挑
戦

す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

問答

　魚
沼
の
米
農
家
で
は
、
農
業
生
産
資
材

の
高
騰
で
米
農
家
の
収
入
は
激
減
し
燃
料

高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
耕
地
を
手
放
す

米
農
家
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、
た
た
み

か
け
る
よ
う
に
高
齢
化
の
波
も
押
し
寄
せ

て
い
る
。
市
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
存
続

が
か
か
る
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
な
方
針

で
進
め
、
そ
し
て
生
産
体
制
を
維
持
し
解

決
し
て
い
く
の
か
問
う
。

　
　
　市
内
の
離
農
者
の
数
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
か
。

　
　
　５
年
ご
と
に
調
査
を
行
う
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
、
本
市
の
販
売
農
家

数
は
、
平
成
17
年
の
３
，
０
０
９
戸
か
ら

調
査
ご
と
に
５
０
０
戸
ず
つ
減
少
し
令
和

２
年
に
は
１
，５
３
１
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　市
内
に
は
耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ

が
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
者
は
な

ぜ
こ
こ
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
主

な
要
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　生
産
資
材
の
価
格
高
騰
が
経
営
に

与
え
る
影
響
も
あ
る
が
、
後
継
者
が
い
な

い
こ
と
や
高
齢
化
、
機
械
の
故
障
に
よ
り

投
資
が
で
き
な
く
離
農
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
生
産
者
減
少
の
大

き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　今
後
は
機
械
購
入
資
金
の
助
成
の

見
直
し
も
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　農
機
具
の
故
障
を
機
に
、
移
譲
や

離
農
を
考
え
て
い
る
方
が
い
る
た
め
、
地

域
計
画
の
話
合
い
の
ほ
か
に
地
域
へ
出
て

現
場
の
声
を
聴
い
て
い
く
。

　
　
　持
続
可
能
な
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
生
産
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
機
械
購
入
資
金
の
助
成
の
見
直
し
も

検
討
し
つ
つ
魚
沼
市
版
の
直
接
支
払
い
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
例
え
ば
、
１
反

分
に
つ
き
１
万
円
の
直
接
支
払
い
は
ど
う

か
。
こ
の
取
組
を
始
め
て
米
農
家
が
少
し

で
も
上
向
き
に
な
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
新

規
就
農
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
取
組
に
着

手
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
市
長
は
ど
の

よ
う
な
考
え
か
。

　
　
　直
接
支
払
い
の
部
分
だ
け
除
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問 答答

問問 答答

﹁
子
育
て
の
ま
ち
﹂日
本
一

を
目
指
す
た
め
に

星野みゆき 星　　直樹

内
田
市
長
の
２
期
目
の
挑

戦
に
つ
い
て
問
う

観
光
危
機
管
理
計
画
を
策

定
し
な
い
か

遠藤　徳一
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般

質

問
︵
通
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順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

持
続
可
能
な
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
生
産
体
制
に
つ

い
て
問
う

浅井　宏昭

　
　
　子
ど
も
の
生
命
を
守
る
た
め
、
学

校
に
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
置
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　
　各
学
校
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　企
業
か
ら
の
寄
附
で
防
災
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
配
置
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
企
業

の
名
前
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
入
れ
た
り
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

取
組
も
有
意
義
で
は
な
い
か
。

　
　
　と
て
も
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う

の
で
、
そ
れ
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　登
下
校
時
の
ク
マ
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　小
学
生
に
ク
マ
除
け
の
鈴
を
貸
与

し
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
着
用
し
て
い
る
。

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
学
校
区
に
対

し
て
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

通
学
経
路
に
ク
マ
が
現
れ
た
場
合
、
も
し

く
は
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
場
合

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
臨
時
運
行
を
含
め

た
柔
軟
な
対
応
を
検
討
す
る
。

　
　
　ク
マ
出
没
情
報
が
近
く
で
出
た
場

合
、
万
が
一
の
備
え
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
に
ク
マ
ス
プ
レ
ー
を
貸
与
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　有
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
安
全
面
も

考
慮
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　幼
少
期
の
検
診
項
目
の
中
に
、
新

た
に
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
を
組
み
込
ん
で
は

ど
う
か
。

　
　
　「離
乳
食
・
幼
児
食
準
備
教
室
」

の
ほ
か
、
妊
娠
期
か
ら
保
護
者
に
寄
り
添

っ
た
伴
走
型
の
相
談
支
援
の
中
で
、
い
つ

で
も
相
談
に
応
じ
る
体
制
を
整
え
、
今
後

も
対
応
し
て
い
く
。
検
診
時
に
一
律
に
ア

レ
ル
ギ
ー
の
検
査
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

問問問 答答答

問問 答答

　自
治
体
が
計
画
す
る
現
行
の
各
種
防
災

計
画
だ
け
で
は
観
光
客
を
守
れ
な
い
。
観

光
誘
客
す
る
自
治
体
の
責
務
と
し
て
「
観

光
危
機
管
理
計
画
」
を
策
定
す
べ
き
だ
。

災
害
発
生
時
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　外
国
人
を
含
む
多
く
の
観
光
客
等

が
帰
宅
困
難
と
な
り
、
駅
や
行
政
窓
口
等

に
押
し
寄
せ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　市
の
地
域
防
災
計
画
の
内
容
に
沿

っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　避
難
所
へ
の
観
光
客
の
受
入
れ
対

応
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　市
民
と
同
様
に
受
入
れ
を
行
う
。

　
　
　土
砂
災
害
で
道
路
な
ど
の
破
損
・

崩
壊
な
ど
が
起
き
た
場
合
に
、
偶
然
、
本

市
を
通
過
し
て
い
た
観
光
客
な
ど
へ
の
情

報
提
供
・
避
難
誘
導
等
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

　
　
　安
全
に
避
難
所
や
帰
路
に
つ
け
る

よ
う
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
を
活
用
し
、
道

路
状
況
や
災
害
発
生
場
所
等
の
情
報
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
場
で
の
交
通
誘

導
等
を
行
う
。

　
　
　大
雪
で
通
行
止
め
と
な
り
、
職
員

が
非
常
食
の
配
布
や
情
報
提
供
を
し
た
経

緯
が
あ
る
。
そ
の
後
の
検
証
で
運
用
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
等
は
行
っ
た
か
。

　
　
　車
両
滞
留
の
対
応
は
、
原
則
、
国

等
の
道
路
管
理
者
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、市
と
し
て
も
協
力
で
き
る
よ
う
、

今
後
、
道
路
管
理
者
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　旅
館
等
は
宿
泊
客
の
避
難
誘
導

や
、
時
に
は
避
難
所
と
な
り
本
来
業
務
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
風
評
被
害
で
営
業
で

き
な
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
観
光
事
業

者
と
の
平
時
か
ら
の
協
議
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　平
常
時
か
ら
市
内
観
光
事
業
者
と

の
連
携
が
図
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
や

取
組
を
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　観
光
客
等
の
受
入
れ
を
促
進
す
る

本
市
の
責
務
と
し
て
観
光
危
機
管
理
は
重

要
だ
。計
画
策
定
に
向
け
て
着
手
し
な
い
か
。

　
　
　市
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
具

体
的
な
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問問問 答答答

問問 問 答答答

　当
市
に
お
い
て
は
、
次
期
市
長
選
挙
が

半
年
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
間

で
は
、
次
期
市
長
選
挙
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
今
後
の
市
政
運
営
の
方
向
性
に

対
す
る
期
待
や
不
安
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
内
田
市
長
ご
自
身
の
次

期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
に
つ
い
て
の
意
向

を
問
う
。

　
　
　こ
の
質
問
は
、
市
政
の
今
後
の
方

向
性
を
明
確
化
し
、
市
民
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
に
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
市
長
選
挙
を
半
年
後
に
控
え
、
内
田

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
問
う
。

　
　
　今
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
就
任
後

間
も
な
く
世
界
中
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
対
峙
で
あ
っ
た
。
未
知
の

感
染
症
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
感
染
防
止

対
策
は
、
ま
さ
に
手
探
り
の
状
況
で
あ
り

様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
市
民
の
暮
ら
し
や

地
域
経
済
の
下
支
え
も
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
き
た
。
何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
我

慢
の
お
か
げ
で
魚
沼
市
全
体
が
一
丸
と
な

っ
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。
合
併
し
て
20
年
、

歴
代
の
市
長
が
そ
の
時
々
に
あ
る
課
題
に

対
し
、
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
果
敢
に
取

り
組
ん
で
き
た
政
策
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん

で
き
た
。「
継
続
は
力
な
り
」
と
言
わ
れ

る
が
、
停
滞
さ
せ
て
は
い
け
な
い
行
政
課

題
に
対
し
、
判
断
を
間
違
わ
ず
に
職
員
と

と
も
に
解
決
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を
念

頭
に
全
力
で
公
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
や
公
約
の
達
成
状
況
を

振
り
返
り
、
次
の
４
年
間
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
公
約
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
と
対
話
を
積
み
重
ね
な
が
ら

作
り
上
げ
た
い
。
２
期
目
に
向
け
て
挑
戦

す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

問答

　魚
沼
の
米
農
家
で
は
、
農
業
生
産
資
材

の
高
騰
で
米
農
家
の
収
入
は
激
減
し
燃
料

高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
耕
地
を
手
放
す

米
農
家
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、
た
た
み

か
け
る
よ
う
に
高
齢
化
の
波
も
押
し
寄
せ

て
い
る
。
市
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
存
続

が
か
か
る
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
な
方
針

で
進
め
、
そ
し
て
生
産
体
制
を
維
持
し
解

決
し
て
い
く
の
か
問
う
。

　
　
　市
内
の
離
農
者
の
数
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
か
。

　
　
　５
年
ご
と
に
調
査
を
行
う
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
、
本
市
の
販
売
農
家

数
は
、
平
成
17
年
の
３
，
０
０
９
戸
か
ら

調
査
ご
と
に
５
０
０
戸
ず
つ
減
少
し
令
和

２
年
に
は
１
，５
３
１
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　市
内
に
は
耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ

が
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
者
は
な

ぜ
こ
こ
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
主

な
要
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　生
産
資
材
の
価
格
高
騰
が
経
営
に

与
え
る
影
響
も
あ
る
が
、
後
継
者
が
い
な

い
こ
と
や
高
齢
化
、
機
械
の
故
障
に
よ
り

投
資
が
で
き
な
く
離
農
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
生
産
者
減
少
の
大

き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　今
後
は
機
械
購
入
資
金
の
助
成
の

見
直
し
も
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　農
機
具
の
故
障
を
機
に
、
移
譲
や

離
農
を
考
え
て
い
る
方
が
い
る
た
め
、
地

域
計
画
の
話
合
い
の
ほ
か
に
地
域
へ
出
て

現
場
の
声
を
聴
い
て
い
く
。

　
　
　持
続
可
能
な
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
生
産
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
機
械
購
入
資
金
の
助
成
の
見
直
し
も

検
討
し
つ
つ
魚
沼
市
版
の
直
接
支
払
い
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
例
え
ば
、
１
反

分
に
つ
き
１
万
円
の
直
接
支
払
い
は
ど
う

か
。
こ
の
取
組
を
始
め
て
米
農
家
が
少
し

で
も
上
向
き
に
な
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
新

規
就
農
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
取
組
に
着

手
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
市
長
は
ど
の

よ
う
な
考
え
か
。

　
　
　直
接
支
払
い
の
部
分
だ
け
除
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問 答答

問問 答答

﹁
子
育
て
の
ま
ち
﹂日
本
一

を
目
指
す
た
め
に

星野みゆき 星　　直樹

内
田
市
長
の
２
期
目
の
挑

戦
に
つ
い
て
問
う

観
光
危
機
管
理
計
画
を
策

定
し
な
い
か

遠藤　徳一
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横山　正樹

魚
沼
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
課
題
解
決
策
に
つ

い
て
問
う

　
　
　製
造
業
界
で
は
、
新
製
品
開
発
や

製
造
技
術
開
発
は
常
で
あ
り
、
大
学
に
よ

る
材
料
、
製
品
試
験
、
応
用
研
究
な
ど
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　市
内
企
業
に
対
し
、
産
業
技
術
支

援
事
業
補
助
金
を
設
け
、
技
術
開
発
等
を

支
援
し
て
い
る
。
大
学
と
共
同
し
て
研
究

開
発
を
実
施
す
る
場
合
に
、
補
助
上
限
額

を
引
き
上
げ
る
制
度
設
計
と
し
て
い
る
。

　
　
　大
学
で
の
研
究
費
も
必
要
で
あ

り
、
市
が
基
金
を
設
け
、
毎
年
得
ら
れ
る

運
用
益
を
研
究
費
の
原
資
に
充
て
て
は
ど

う
か
。

　
　
　現
行
の
支
援
を
継
続
す
る
中
で
、

企
業
や
大
学
の
声
を
聞
き
よ
り
良
い
形
を

探
っ
て
い
き
た
い
。
現
時
点
で
は
、
基
金

の
設
立
は
考
え
て
い
な
い
。

交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て

　横
断
歩
道
に
止
ま
ら
な
い
車
の
割
合
と

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
共
に
新

潟
県
は
全
国
最
下
位
で
、
自
転
車
の
運
転

マ
ナ
ー
も
悪
い
。
特
に
シ
ニ
ア
・
高
齢
者

世
代
に
対
す
る
指
導
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
　市
の
交
通
安
全
指
導
員
か
ら
も
っ

と
街
頭
に
出
て
指
導
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
　交
通
安
全
運
動
等
実
施
期
間
中

に
、
街
頭
啓
発
活
動
や
家
庭
訪
問
な
ど
警

察
署
や
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
　学
校
現
場
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
指
導
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　各
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
発
達
段
階
に
応
じ
交
通
安
全
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
長
期
休
業
前
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　市
道
に
標
識
や
自
転
車
用
路
面
標

示
を
増
や
し
、視
認
性
を
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　自
治
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
際

に
、
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
お
り
、
交
通

事
故
多
発
地
点
に
は
、「
減
速
指
導
線
」

等
の
道
路
標
示
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、

希
望
す
る
自
治
会
に
は
、「
歩
行
者
注
意
」

な
ど
の
看
板
を
支
給
し
て
い
る
。

　
　
　自
転
車
の
悪
質
運
転
に
対
し
、
警

察
官
の
反
則
切
符
に
よ
る
取
締
り
は
ど
う
か
。

　
　
　道
路
上
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る

一
助
と
な
り
運
転
者
に
注
意
喚
起
を
す
る

こ
と
で
、
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

問問問 答答

問問 問 答答答答

　当
市
に
お
い
て
平
成
28
年
に
出
さ
れ
た

「
魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

で
は
、
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
・
修
繕
・

更
新
の
実
施
方
針
で
「
管
理
運
営
に
あ
っ

て
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し

ま
す
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

一
度
も
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。
新
ご
み

処
理
施
設
整
備
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
可
能
性

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
と
考
え
市
長
の
見

解
を
問
う
。

　
　
　Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
よ
り
期
待
さ
れ
る

効
果
は
。

　
　
　一
括
発
注
・
性
能
発
注
に
よ
り
民

間
事
業
者
の
資
金
と
経
営
能
力
や
技
術
力

を
活
用
し
て
建
設
時
に
お
け
る
費
用
負
担

の
軽
減
と
効
率
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
長

期
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
提
供
で
き
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
が
で
き
な

か
っ
た
課
題
は
な
に
か
。

　
　
　課
題
と
い
う
よ
り
理
由
と
し
て
、

大
型
事
業
の
建
設
は
、
合
併
特
例
事
業
債

や
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
財
政
面
で
非
常

に
有
利
な
財
源
を
活
用
で
き
る
状
況
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
で
実
施
主

体
と
な
る
べ
き
事
業
者
側
の
関
心
や
ニ
ー

ズ
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
検
討
す
る
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　今
後
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
を
前
向

き
に
考
え
な
い
か
。

　
　
　今
年
度
を
も
っ
て
合
併
特
例
事
業

債
の
適
用
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
や
、
過

疎
対
策
事
業
債
の
適
用
期
間
が
不
透
明
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
が
本

市
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
う
え
で
、
最

も
有
効
な
手
法
に
な
る
と
判
断
で
き
る
場

合
に
は
活
用
を
検
討
し
た
い
。
長
期
的
な

財
政
負
担
や
実
施
主
体
の
受
皿
と
な
る
市

内
事
業
者
の
確
保
な
ど
課
題
も
多
い
こ
と

か
ら
、
そ
う
し
た
面
も
含
め
て
引
き
続
き

研
究
を
続
け
た
い
。

問問 答答

問答

　生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
は
現
代
社
会
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
そ
の
情
報
処
理
量
の
肥
大
化

と
処
理
速
度
の
高
速
化
は
進
化
し
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
中
で
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）
建
設
が
急
が
れ
て
い
る
。

国
は
関
東
関
西
圏
か
ら
地
方
へ
適
地
を
求

め
て
い
る
。
必
要
要
件
の
「
高
速
大
容
量

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
」
の
構
築
で
、
魚
沼
は

全
て
が
揃
い
好
条
件
を
備
え
て
い
る
。
魚

沼
市
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
将
来
を
見
据
え
た
ら
Ｄ
Ｃ
建

設
は
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
質
問
す
る
。

　
　
　私
は
、
魚
沼
市
へ
Ｄ
Ｃ
建
設
を
提

案
し
て
き
た
。
興
味
を
示
し
た
事
業
所
が

数
社
あ
っ
た
が
、そ
の
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
　そ
の
後
、
特
に
進
展
は
な
い
が
、

企
業
誘
致
に
出
向
い
た
際
に
、
事
業
所
か

ら
Ｄ
Ｃ
維
持
管
理
に
は
高
度
な
知
識
者
を

要
す
る
こ
と
か
ら
関
東
以
外
で
は
難
し
い

話
を
聞
い
た
。

　
　
　魚
沼
で
は
無
理
と
い
う
こ
と
か
。

そ
れ
な
ら
ば
、Ｄ
Ｃ
建
設
で
集
ま
っ
て
も

ら
え
ば
い
い
話
で
あ
る
。
何
も
進
展
が
な

い
の
は
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
　
　大
企
業
の
誘
致
を
考
え
る
と
、
国

か
ら
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
陸
揚
げ
地
点
が

明
確
化
さ
れ
ず
に
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
。

企
業
は
、
魚
沼
の
必
要
要
件
に
つ
い
て
は

理
解
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
の
陸
揚
げ
地

点
が
決
ま
り
、
魚
沼
で
の
利
用
が
可
能
な

時
点
で
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　Ｄ
Ｃ
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
海
底

ケ
ー
ブ
ル
の
件
や
高
速
大
容
量
光
ケ
ー
ブ

ル
な
ど
で
、
ど
の
規
模
の
Ｄ
Ｃ
を
誘
致
す

べ
き
か
も
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の

出
方
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　雪
を
利
用
し
て
設
備
冷
却
が
可
能

と
な
る
。
排
出
さ
れ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

融
雪
や
温
水
プ
ー
ル
に
利
用
す
る
。野
菜
・

魚
介
類
の
養
殖
産
業
に
活
用
で
き
る
。
新

た
な
産
業
で
働
き
口
が
生
ま
れ
大
変
夢
の

あ
る
話
で
あ
る
。
人
口
減
少
対
策
で
、
人

に
来
て
も
ら
え
な
い
な
ら
、
将
来
有
望
な

Ｄ
Ｃ
に
来
て
も
ら
い
活
力
あ
る
魚
沼
市
を

目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　Ｄ
Ｃ
の
検
討
も
手
段
の
一
つ
と
考

え
る
の
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問問 答

問問 答答答

　令
和
５
年
10
月
に
、
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
調
査
が

行
わ
れ
た
。
調
査
分
析
結
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
今
後
の
コ
ミ
協
施
策
を
打
ち
出

し
て
い
く
の
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　役
員
、
委
員
等
の
担
い
手
確
保
に

つ
い
て
ど
う
か
。

　
　
　コ
ミ
協
の
在
り
方
や
役
割
を
地
域

か
ら
十
分
に
理
解
し
、
認
知
し
て
も
ら
う

た
め
の
取
組
を
進
め
、
役
員
の
労
務
負
担

軽
減
策
等
を
各
組
織
内
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
　
　住
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
生
活
支
援
等

の
取
組
が
手
薄
で
あ
る
。
事
業
内
容
は
こ

の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

　
　
　コ
ミ
協
自
ら
が
地
域
振
興
計
画
を

策
定
し
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。
各
組
織
の
活
動
や
事
業

は
地
域
に
お
い
て
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　活
動
拠
点
は
、
実
質
的
に
な
い
状

態
で
あ
る
。
ま
た
、
事
務
局
体
制
の
脆
弱

さ
が
コ
ミ
協
の
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
。

コ
ミ
協
の
組
織
機
能
を
高
め
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　先
ず
は
、
既
存
制
度
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
既
存
の

制
度
で
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
る
際
に
は
、
実
態
の
把
握
と
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
内
容
を
議
論
し
て
い
く
。

魚
沼
市
の
学
校
プ
ー
ル
管
理
に
つ
い
て

　屋
外
施
設
で
あ
る
学
校
プ
ー
ル
の
改
修

時
期
が
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の

学
校
プ
ー
ル
管
理
と
水
泳
指
導
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　学
校
プ
ー
ル
の
施
設
数
、
経
過
年

数
、
プ
ー
ル
管
理
費
は
ど
う
か
。

　
　
　施
設
数
は
、小
学
校
に
９
カ
所（
小

出
小
２
カ
所
）
あ
り
、
経
過
年
数
は
、
古

い
施
設
で
46
年
、
新
し
い
施
設
で
７
年
で

あ
る
。
管
理
費
は
令
和
５
年
度
実
績
で
、

７
４
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　昨
年
度
プ
ー
ル
利
用
日
数
と
夏
季

休
業
中
の
プ
ー
ル
開
放
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　少
な
い
学
校
で
８
日
、
多
い
学
校

で
19
日
で
あ
る
。
夏
季
休
業
中
は
、
２
校

で
実
施
し
そ
れ
ぞ
れ
６
日
と
１
日
で
あ
る
。

　
　
　現
在
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
検

討
委
員
会
の
要
望
が
あ
る
。
市
内
の
児
童

生
徒
が
、
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

室
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
に
向
け
た
検
討
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ほ
か
に
優
先
す
べ
き
事
業
や
課
題

を
多
く
抱
え
る
状
況
に
あ
り
、
検
討
の
緊

急
性
を
考
え
、
今
す
ぐ
対
応
す
る
課
題
で

な
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問問問 答答答

問問 問 答答答

大桃　俊彦

今
こ
そ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

︵
Ｄ
Ｃ
︶
建
設
を
魚
沼
市
で

魚
沼
も
の
づ
く
り
と
産
官

学
連
携
を
問
う

佐藤　　肇

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か

関矢　孝夫

※

※

　Ｐ
Ｆ
Ｉ

　

P
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e
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e

︵
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ/

民

間
資
金
活
用
手
法
︶の
略
で
、官
民
連
携︵
Ｐ
Ｐ

Ｐ
︶に
よ
る
公
共
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
手

法
で
、民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力︵
ノ

ウ
ハ
ウ
︶を
活
用
し
、公
共
施
設
等
の
設
計
・
建

設
・
改
修
・
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
も
の
。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

横山　正樹

魚
沼
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
課
題
解
決
策
に
つ

い
て
問
う

　
　
　製
造
業
界
で
は
、
新
製
品
開
発
や

製
造
技
術
開
発
は
常
で
あ
り
、
大
学
に
よ

る
材
料
、
製
品
試
験
、
応
用
研
究
な
ど
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　市
内
企
業
に
対
し
、
産
業
技
術
支

援
事
業
補
助
金
を
設
け
、
技
術
開
発
等
を

支
援
し
て
い
る
。
大
学
と
共
同
し
て
研
究

開
発
を
実
施
す
る
場
合
に
、
補
助
上
限
額

を
引
き
上
げ
る
制
度
設
計
と
し
て
い
る
。

　
　
　大
学
で
の
研
究
費
も
必
要
で
あ

り
、
市
が
基
金
を
設
け
、
毎
年
得
ら
れ
る

運
用
益
を
研
究
費
の
原
資
に
充
て
て
は
ど

う
か
。

　
　
　現
行
の
支
援
を
継
続
す
る
中
で
、

企
業
や
大
学
の
声
を
聞
き
よ
り
良
い
形
を

探
っ
て
い
き
た
い
。
現
時
点
で
は
、
基
金

の
設
立
は
考
え
て
い
な
い
。

交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て

　横
断
歩
道
に
止
ま
ら
な
い
車
の
割
合
と

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
共
に
新

潟
県
は
全
国
最
下
位
で
、
自
転
車
の
運
転

マ
ナ
ー
も
悪
い
。
特
に
シ
ニ
ア
・
高
齢
者

世
代
に
対
す
る
指
導
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
　市
の
交
通
安
全
指
導
員
か
ら
も
っ

と
街
頭
に
出
て
指
導
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
　交
通
安
全
運
動
等
実
施
期
間
中

に
、
街
頭
啓
発
活
動
や
家
庭
訪
問
な
ど
警

察
署
や
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
　学
校
現
場
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
指
導
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　各
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
発
達
段
階
に
応
じ
交
通
安
全
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
長
期
休
業
前
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　市
道
に
標
識
や
自
転
車
用
路
面
標

示
を
増
や
し
、視
認
性
を
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　自
治
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
際

に
、
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
お
り
、
交
通

事
故
多
発
地
点
に
は
、「
減
速
指
導
線
」

等
の
道
路
標
示
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、

希
望
す
る
自
治
会
に
は
、「
歩
行
者
注
意
」

な
ど
の
看
板
を
支
給
し
て
い
る
。

　
　
　自
転
車
の
悪
質
運
転
に
対
し
、
警

察
官
の
反
則
切
符
に
よ
る
取
締
り
は
ど
う
か
。

　
　
　道
路
上
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る

一
助
と
な
り
運
転
者
に
注
意
喚
起
を
す
る

こ
と
で
、
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

問問問 答答

問問 問 答答答答

　当
市
に
お
い
て
平
成
28
年
に
出
さ
れ
た

「
魚
沼
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

で
は
、
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
・
修
繕
・

更
新
の
実
施
方
針
で
「
管
理
運
営
に
あ
っ

て
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し

ま
す
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

一
度
も
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。
新
ご
み

処
理
施
設
整
備
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
可
能
性

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
と
考
え
市
長
の
見

解
を
問
う
。

　
　
　Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
よ
り
期
待
さ
れ
る

効
果
は
。

　
　
　一
括
発
注
・
性
能
発
注
に
よ
り
民

間
事
業
者
の
資
金
と
経
営
能
力
や
技
術
力

を
活
用
し
て
建
設
時
に
お
け
る
費
用
負
担

の
軽
減
と
効
率
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
長

期
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
提
供
で
き
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
が
で
き
な

か
っ
た
課
題
は
な
に
か
。

　
　
　課
題
と
い
う
よ
り
理
由
と
し
て
、

大
型
事
業
の
建
設
は
、
合
併
特
例
事
業
債

や
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
財
政
面
で
非
常

に
有
利
な
財
源
を
活
用
で
き
る
状
況
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
で
実
施
主

体
と
な
る
べ
き
事
業
者
側
の
関
心
や
ニ
ー

ズ
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
検
討
す
る
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　今
後
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
を
前
向

き
に
考
え
な
い
か
。

　
　
　今
年
度
を
も
っ
て
合
併
特
例
事
業

債
の
適
用
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
や
、
過

疎
対
策
事
業
債
の
適
用
期
間
が
不
透
明
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
が
本

市
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
う
え
で
、
最

も
有
効
な
手
法
に
な
る
と
判
断
で
き
る
場

合
に
は
活
用
を
検
討
し
た
い
。
長
期
的
な

財
政
負
担
や
実
施
主
体
の
受
皿
と
な
る
市

内
事
業
者
の
確
保
な
ど
課
題
も
多
い
こ
と

か
ら
、
そ
う
し
た
面
も
含
め
て
引
き
続
き

研
究
を
続
け
た
い
。

問問 答答

問答

　生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
は
現
代
社
会
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
そ
の
情
報
処
理
量
の
肥
大
化

と
処
理
速
度
の
高
速
化
は
進
化
し
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
中
で
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）
建
設
が
急
が
れ
て
い
る
。

国
は
関
東
関
西
圏
か
ら
地
方
へ
適
地
を
求

め
て
い
る
。
必
要
要
件
の
「
高
速
大
容
量

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
」
の
構
築
で
、
魚
沼
は

全
て
が
揃
い
好
条
件
を
備
え
て
い
る
。
魚

沼
市
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
将
来
を
見
据
え
た
ら
Ｄ
Ｃ
建

設
は
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
質
問
す
る
。

　
　
　私
は
、
魚
沼
市
へ
Ｄ
Ｃ
建
設
を
提

案
し
て
き
た
。
興
味
を
示
し
た
事
業
所
が

数
社
あ
っ
た
が
、そ
の
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
　そ
の
後
、
特
に
進
展
は
な
い
が
、

企
業
誘
致
に
出
向
い
た
際
に
、
事
業
所
か

ら
Ｄ
Ｃ
維
持
管
理
に
は
高
度
な
知
識
者
を

要
す
る
こ
と
か
ら
関
東
以
外
で
は
難
し
い

話
を
聞
い
た
。

　
　
　魚
沼
で
は
無
理
と
い
う
こ
と
か
。

そ
れ
な
ら
ば
、Ｄ
Ｃ
建
設
で
集
ま
っ
て
も

ら
え
ば
い
い
話
で
あ
る
。
何
も
進
展
が
な

い
の
は
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
　
　大
企
業
の
誘
致
を
考
え
る
と
、
国

か
ら
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
陸
揚
げ
地
点
が

明
確
化
さ
れ
ず
に
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
。

企
業
は
、
魚
沼
の
必
要
要
件
に
つ
い
て
は

理
解
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
の
陸
揚
げ
地

点
が
決
ま
り
、
魚
沼
で
の
利
用
が
可
能
な

時
点
で
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　Ｄ
Ｃ
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
海
底

ケ
ー
ブ
ル
の
件
や
高
速
大
容
量
光
ケ
ー
ブ

ル
な
ど
で
、
ど
の
規
模
の
Ｄ
Ｃ
を
誘
致
す

べ
き
か
も
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の

出
方
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　雪
を
利
用
し
て
設
備
冷
却
が
可
能

と
な
る
。
排
出
さ
れ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

融
雪
や
温
水
プ
ー
ル
に
利
用
す
る
。野
菜
・

魚
介
類
の
養
殖
産
業
に
活
用
で
き
る
。
新

た
な
産
業
で
働
き
口
が
生
ま
れ
大
変
夢
の

あ
る
話
で
あ
る
。
人
口
減
少
対
策
で
、
人

に
来
て
も
ら
え
な
い
な
ら
、
将
来
有
望
な

Ｄ
Ｃ
に
来
て
も
ら
い
活
力
あ
る
魚
沼
市
を

目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　Ｄ
Ｃ
の
検
討
も
手
段
の
一
つ
と
考

え
る
の
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問問 答

問問 答答答

　令
和
５
年
10
月
に
、
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
調
査
が

行
わ
れ
た
。
調
査
分
析
結
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
今
後
の
コ
ミ
協
施
策
を
打
ち
出

し
て
い
く
の
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　役
員
、
委
員
等
の
担
い
手
確
保
に

つ
い
て
ど
う
か
。

　
　
　コ
ミ
協
の
在
り
方
や
役
割
を
地
域

か
ら
十
分
に
理
解
し
、
認
知
し
て
も
ら
う

た
め
の
取
組
を
進
め
、
役
員
の
労
務
負
担

軽
減
策
等
を
各
組
織
内
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
　
　住
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
生
活
支
援
等

の
取
組
が
手
薄
で
あ
る
。
事
業
内
容
は
こ

の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

　
　
　コ
ミ
協
自
ら
が
地
域
振
興
計
画
を

策
定
し
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。
各
組
織
の
活
動
や
事
業

は
地
域
に
お
い
て
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　活
動
拠
点
は
、
実
質
的
に
な
い
状

態
で
あ
る
。
ま
た
、
事
務
局
体
制
の
脆
弱

さ
が
コ
ミ
協
の
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
。

コ
ミ
協
の
組
織
機
能
を
高
め
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　先
ず
は
、
既
存
制
度
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
既
存
の

制
度
で
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
る
際
に
は
、
実
態
の
把
握
と
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
内
容
を
議
論
し
て
い
く
。

魚
沼
市
の
学
校
プ
ー
ル
管
理
に
つ
い
て

　屋
外
施
設
で
あ
る
学
校
プ
ー
ル
の
改
修

時
期
が
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の

学
校
プ
ー
ル
管
理
と
水
泳
指
導
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　学
校
プ
ー
ル
の
施
設
数
、
経
過
年

数
、
プ
ー
ル
管
理
費
は
ど
う
か
。

　
　
　施
設
数
は
、小
学
校
に
９
カ
所（
小

出
小
２
カ
所
）
あ
り
、
経
過
年
数
は
、
古

い
施
設
で
46
年
、
新
し
い
施
設
で
７
年
で

あ
る
。
管
理
費
は
令
和
５
年
度
実
績
で
、

７
４
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　昨
年
度
プ
ー
ル
利
用
日
数
と
夏
季

休
業
中
の
プ
ー
ル
開
放
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　少
な
い
学
校
で
８
日
、
多
い
学
校

で
19
日
で
あ
る
。
夏
季
休
業
中
は
、
２
校

で
実
施
し
そ
れ
ぞ
れ
６
日
と
１
日
で
あ
る
。

　
　
　現
在
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
検

討
委
員
会
の
要
望
が
あ
る
。
市
内
の
児
童

生
徒
が
、
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

室
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
に
向
け
た
検
討
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ほ
か
に
優
先
す
べ
き
事
業
や
課
題

を
多
く
抱
え
る
状
況
に
あ
り
、
検
討
の
緊

急
性
を
考
え
、
今
す
ぐ
対
応
す
る
課
題
で

な
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問問問 答答答

問問 問 答答答

大桃　俊彦

今
こ
そ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

︵
Ｄ
Ｃ
︶
建
設
を
魚
沼
市
で

魚
沼
も
の
づ
く
り
と
産
官

学
連
携
を
問
う

佐藤　　肇

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か

関矢　孝夫

※

※

　Ｐ
Ｆ
Ｉ

　

P
riv

a
te

-F
in

a
n
c
e
-In

itia
tiv

e

︵
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ/

民

間
資
金
活
用
手
法
︶の
略
で
、官
民
連
携︵
Ｐ
Ｐ

Ｐ
︶に
よ
る
公
共
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
手

法
で
、民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力︵
ノ

ウ
ハ
ウ
︶を
活
用
し
、公
共
施
設
等
の
設
計
・
建

設
・
改
修
・
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
も
の
。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
は
人
材
不

足
や
報
酬
が
少
な
い
た
め
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
自
体
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
市
内
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
、
訪
問

介
護
は
２
事
業
所
、
訪
問
看
護
は
３
事
業

所
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　将
来
的
に
大
幅
に
増
加
を
見
込

む
、
訪
問
介
護
と
訪
問
看
護
事
業
の
今
後

の
施
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　利
用
件
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
住
み
慣
れ
た
在
宅
で
の
生
活
を

望
む
高
齢
者
を
支
え
る
た
め
、
訪
問
型
の

介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
引
き
続
き
継

続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　国
が
訪
問
介
護
の
報
酬
を
引
き
下

げ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
は
ど
う
か
。ま
た
、

国
に
対
し
て
介
護
報
酬
の
抜
本
的
な
引
き

上
げ
を
要
求
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　介
護
報
酬
に
よ
り
事
業
を
運
営
し

て
い
る
事
業
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
国
県
等
の

負
担
金
と
介
護
保
険
料
及
び
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
に
よ
り
賄
わ
れ
、
引
き
上
げ
は
、
市

民
負
担
の
増
加
に
直
結
す
る
問
題
で
も
あ

る
。
こ
の
度
の
改
定
に
よ
り
市
民
及
び
事

業
者
へ
の
影
響
は
、
十
分
注
視
し
な
が
ら

有
効
と
な
る
取
組
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

う
え
で
、
需
要
を
細
か
く
分
析
す
る
必
要

が
あ
る
。
高
齢
者
の
利
用
実
態
や
生
活
状

況
な
ど
の
悉
皆
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　三
年
に
一
度
改
定
を
行
う
「
魚
沼

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
時
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
調
査
結

果
を
有
効
に
活
用
し
、
介
護
需
要
の
実
態

把
握
に
努
め
て
い
く
。

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
に
つ
い
て

　
　
　ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
命
に
も
関
わ

る
こ
と
だ
。
着
用
率
全
国
最
下
位
を
憂
慮

し
て
県
も
助
成
し
て
い
る
。
市
独
自
で
も

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　ま
ず
は
、
事
故
時
に
自
ら
の
命
を

守
る
た
め
に
も
、
広
く
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
必
要
性
を
伝
え
る
。
未
着
用
者
の
行
動

変
容
を
促
す
取
組
を
優
先
的
に
進
め
、
市

民
の
共
感
を
得
な
が
ら
着
用
に
対
す
る
意

識
醸
成
を
図
る
。

問問問 答答答

問問 答答

　
　
　自
然
豊
か
な
環
境
を
守
る
た
め

に
、
当
市
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　魚
沼
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
地
域
施
策
編
）
に
基
づ
き
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
の
た
め
の
取
組
を
進
め

て
い
く
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
は
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
啓
発
に
向
け
て
非
常

に
効
果
的
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
今
後
実
行
計
画
に
基
づ
く
取
組
を

進
め
る
中
で
、
議
会
と
の
共
同
宣
言
も
含

め
効
果
的
に
発
信
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

義
務
教
育
の
不
登
校
問
題
に
つ
い
て

　
　
　近
年
学
校
環
境
の
多
様
化
や
変
化

に
伴
い
、
不
登
校
が
増
え
て
い
る
と
前
回

の
一
般
質
問
で
あ
っ
た
。一
番
の
原
因
は
、

学
業
不
振
に
よ
る
も
の
と
教
育
長
か
ら
答

弁
が
あ
っ
た
。
市
長
は
そ
の
後
、
教
育
長

と
ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
や
対
策
を
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
効
果
は
出
て
き
て
い
る

の
か
。

　
　
　教
育
分
野
に
お
け
る
課
題
は
、

様
々
な
機
会
で
教
育
長
と
情
報
交
換
を
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
学
力
の
向
上
と
不
登

校
の
未
然
防
止
を
本
市
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
不
登
校
対
策
は
、
こ
れ

ま
で
も
フ
ラ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
開
設
や
各
学

校
に
教
員
免
許
を
保
有
し
て
い
る
支
援
員

の
配
置
を
行
い
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
６
年
度
は
、
支
援
員

を
２
名
増
員
し
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。
学
業
不
振
へ
の
対
策
は
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
、
月
に
１
回
、
土
曜
も

し
く
は
日
曜
に
学
習
支
援
を
行
う
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
へ
の

興
味
や
楽
し
さ
に
気
づ
く
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
効
果
は
、
一
朝
一

夕
で
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
引
き

続
き
教
育
関
係
の
各
種
事
業
推
進
を
図

り
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
基
本
に
課

題
解
決
に
努
め
た
い
。

問問 答

答

　少
子
化
が
進
ん
で
い
る
。
男
女
と
も
働

い
て
い
る
人
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
。
保
育
所
の
人
数
を
見
直
し
、
保
育
の

充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　０
歳
児
、
１
歳
児
２
人
に
１
人
の

保
育
士
に
、
３
、
４
、
５
歳
児
は
20
人
に

１
人
の
保
育
士
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　国
の
配
置
基
準
を
遵
守
し
な
が
ら

安
定
し
た
保
育
が
提
供
で
き
る
よ
う
対
応

を
し
て
い
る
。

　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
職
員
化

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

　
　
　冬
の
通
園
の
危
険
性
を
考
え
る
と

こ
れ
以
上
の
園
の
統
廃
合
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
。

　
　
　少
子
化
の
進
展
や
保
育
ニ
ー
ズ
等

を
見
据
え
た
中
で
、
求
め
ら
れ
る
子
育
て

支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　民
間
保
育
所
へ
の
定
員
も
公
立
保

育
園
に
あ
わ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　各
々
独
自
の
保
育
方
針
に
よ
り
運

営
し
て
い
る
中
で
、
必
要
あ
れ
ば
加
配
す
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
公
立
に

合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

農
業
・
畜
産
業
へ
の
補
助
に
つ
い
て

　
　
　米
、
農
業
、
畜
産
業
は
地
域
の
基

幹
産
業
で
あ
る
。市
と
し
て
米
の
買
上
げ
、

肥
料
、
飼
料
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　米
の
買
い
上
げ
は
で
き
な
い
が
、

引
き
続
き
農
業
用
肥
料
等
高
騰
対
策
支
援

事
業
を
実
施
し
、
生
産
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
は
中
越
沖
地
震
の

際
、
液
状
化
で
大
き
な
被
害
が
起
き
た
。

魚
沼
市
は
風
下
に
あ
り
30
㎞
圏
外
で
あ
っ

て
も
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
市
長
は
明
確
な
再
稼
働
に
は
反
対

の
意
思
表
示
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　発
言
す
る
立
場
に
な
い
た
め
答
弁

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問問問問 答答 答

問問 答 答答

　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
は
正

職
員
と
比
較
す
る
と
賃
金
面
、
制
度
面
で

大
き
な
開
き
が
あ
る
。
正
職
員
給
与
が
改

定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
も
報
酬
改
定
を
行
い
、
４
月
に
遡
り
差

額
支
給
す
る
よ
う
関
連
条
例
を
含
め
改
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　今
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

も
遡
及
適
用
を
し
て
支
給
す
る
よ
う
、
関

連
条
例
の
改
正
を
含
め
準
備
を
し
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
つ

い
て　

　
　豊
富
な
包
蔵
水
力
の
あ
る
魚
沼
市

で
、
最
も
開
発
し
や
す
い
地
点
は
、
農
業

用
水
の
遊
休
落
差
を
利
用
し
た
小
水
力
発

電
に
な
る
。
既
に
市
内
で
池
平
水
力
発
電

所
72
ｋ
Ｗ
が
、
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
。

更
な
る
地
点
開
発
へ
の
支
援
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進

事
業
と
し
て
、
出
力
10
ｋ
Ｗ
未
満
の
小
水

力
発
電
設
備
の
導
入
を
行
っ
た
市
民
、
事

業
者
に
、
設
置
経
費
の
３
分
の
１
、
最
大

60
万
円
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

　
　
　今
、
農
業
者
が
毎
年
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。
農
業
者
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
も
農
業
機
械
の
更
新
整
備
の
支
援
は
重

要
で
あ
る
。
現
在
の
耕
作
面
積
５
ha
以
上

を
、
更
に
間
口
を
広
げ
て
１
ha
以
上
ま
で

支
援
要
件
の
緩
和
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　
　も
う
少
し
小
さ
い
規
模
の
方
へ
の

支
援
と
の
こ
と
で
す
が
、
国
の
農
業
基
本

法
の
改
正
に
併
せ
て
、
担
い
手
だ
け
で
は

な
く
て
「
半
農
半
Ｘ
」
と
い
う
所
に
対
す

る
支
援
と
い
う
話
も
あ
る
。
国
の
基
本
計

画
が
今
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
の
で
、
そ

れ
を
見
な
が
ら
市
と
し
て
ど
こ
ま
で
で
き

る
の
か
考
え
た
い
。
農
協
で
は
、
規
模
が

小
さ
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
農
業
機
械
の
支

援
を
し
て
い
る
。
今
年
度
の
利
用
状
況
も

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問問 答答

問答

保
育
所
保
育
の
充
実
を
図
れ

高野甲子雄

佐藤　達雄

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
問
う

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ

の
影
響
に
つ
い
て
問
う

大平　恭児

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
向
け

た
対
策
に
つ
い
て
問
う

桑原　郁夫

エ
ッ
ク
ス

し
っ
か
い
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
は
人
材
不

足
や
報
酬
が
少
な
い
た
め
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
自
体
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
市
内
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
、
訪
問

介
護
は
２
事
業
所
、
訪
問
看
護
は
３
事
業

所
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　将
来
的
に
大
幅
に
増
加
を
見
込

む
、
訪
問
介
護
と
訪
問
看
護
事
業
の
今
後

の
施
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　利
用
件
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
住
み
慣
れ
た
在
宅
で
の
生
活
を

望
む
高
齢
者
を
支
え
る
た
め
、
訪
問
型
の

介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
引
き
続
き
継

続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　国
が
訪
問
介
護
の
報
酬
を
引
き
下

げ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
は
ど
う
か
。ま
た
、

国
に
対
し
て
介
護
報
酬
の
抜
本
的
な
引
き

上
げ
を
要
求
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　介
護
報
酬
に
よ
り
事
業
を
運
営
し

て
い
る
事
業
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
国
県
等
の

負
担
金
と
介
護
保
険
料
及
び
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
に
よ
り
賄
わ
れ
、
引
き
上
げ
は
、
市

民
負
担
の
増
加
に
直
結
す
る
問
題
で
も
あ

る
。
こ
の
度
の
改
定
に
よ
り
市
民
及
び
事

業
者
へ
の
影
響
は
、
十
分
注
視
し
な
が
ら

有
効
と
な
る
取
組
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

う
え
で
、
需
要
を
細
か
く
分
析
す
る
必
要

が
あ
る
。
高
齢
者
の
利
用
実
態
や
生
活
状

況
な
ど
の
悉
皆
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　三
年
に
一
度
改
定
を
行
う
「
魚
沼

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
時
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
調
査
結

果
を
有
効
に
活
用
し
、
介
護
需
要
の
実
態

把
握
に
努
め
て
い
く
。

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
に
つ
い
て

　
　
　ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
命
に
も
関
わ

る
こ
と
だ
。
着
用
率
全
国
最
下
位
を
憂
慮

し
て
県
も
助
成
し
て
い
る
。
市
独
自
で
も

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　ま
ず
は
、
事
故
時
に
自
ら
の
命
を

守
る
た
め
に
も
、
広
く
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
必
要
性
を
伝
え
る
。
未
着
用
者
の
行
動

変
容
を
促
す
取
組
を
優
先
的
に
進
め
、
市

民
の
共
感
を
得
な
が
ら
着
用
に
対
す
る
意

識
醸
成
を
図
る
。

問問問 答答答

問問 答答

　
　
　自
然
豊
か
な
環
境
を
守
る
た
め

に
、
当
市
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　魚
沼
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
地
域
施
策
編
）
に
基
づ
き
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
の
た
め
の
取
組
を
進
め

て
い
く
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
は
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
啓
発
に
向
け
て
非
常

に
効
果
的
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
今
後
実
行
計
画
に
基
づ
く
取
組
を

進
め
る
中
で
、
議
会
と
の
共
同
宣
言
も
含

め
効
果
的
に
発
信
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

義
務
教
育
の
不
登
校
問
題
に
つ
い
て

　
　
　近
年
学
校
環
境
の
多
様
化
や
変
化

に
伴
い
、
不
登
校
が
増
え
て
い
る
と
前
回

の
一
般
質
問
で
あ
っ
た
。一
番
の
原
因
は
、

学
業
不
振
に
よ
る
も
の
と
教
育
長
か
ら
答

弁
が
あ
っ
た
。
市
長
は
そ
の
後
、
教
育
長

と
ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
や
対
策
を
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
効
果
は
出
て
き
て
い
る

の
か
。

　
　
　教
育
分
野
に
お
け
る
課
題
は
、

様
々
な
機
会
で
教
育
長
と
情
報
交
換
を
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
学
力
の
向
上
と
不
登

校
の
未
然
防
止
を
本
市
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
不
登
校
対
策
は
、
こ
れ

ま
で
も
フ
ラ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
開
設
や
各
学

校
に
教
員
免
許
を
保
有
し
て
い
る
支
援
員

の
配
置
を
行
い
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
６
年
度
は
、
支
援
員

を
２
名
増
員
し
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。
学
業
不
振
へ
の
対
策
は
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
、
月
に
１
回
、
土
曜
も

し
く
は
日
曜
に
学
習
支
援
を
行
う
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
へ
の

興
味
や
楽
し
さ
に
気
づ
く
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
効
果
は
、
一
朝
一

夕
で
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
引
き

続
き
教
育
関
係
の
各
種
事
業
推
進
を
図

り
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
基
本
に
課

題
解
決
に
努
め
た
い
。

問問 答

答

　少
子
化
が
進
ん
で
い
る
。
男
女
と
も
働

い
て
い
る
人
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
。
保
育
所
の
人
数
を
見
直
し
、
保
育
の

充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　０
歳
児
、
１
歳
児
２
人
に
１
人
の

保
育
士
に
、
３
、
４
、
５
歳
児
は
20
人
に

１
人
の
保
育
士
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　国
の
配
置
基
準
を
遵
守
し
な
が
ら

安
定
し
た
保
育
が
提
供
で
き
る
よ
う
対
応

を
し
て
い
る
。

　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
職
員
化

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

　
　
　冬
の
通
園
の
危
険
性
を
考
え
る
と

こ
れ
以
上
の
園
の
統
廃
合
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
。

　
　
　少
子
化
の
進
展
や
保
育
ニ
ー
ズ
等

を
見
据
え
た
中
で
、
求
め
ら
れ
る
子
育
て

支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　民
間
保
育
所
へ
の
定
員
も
公
立
保

育
園
に
あ
わ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　各
々
独
自
の
保
育
方
針
に
よ
り
運

営
し
て
い
る
中
で
、
必
要
あ
れ
ば
加
配
す
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
公
立
に

合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

農
業
・
畜
産
業
へ
の
補
助
に
つ
い
て

　
　
　米
、
農
業
、
畜
産
業
は
地
域
の
基

幹
産
業
で
あ
る
。市
と
し
て
米
の
買
上
げ
、

肥
料
、
飼
料
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　米
の
買
い
上
げ
は
で
き
な
い
が
、

引
き
続
き
農
業
用
肥
料
等
高
騰
対
策
支
援

事
業
を
実
施
し
、
生
産
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て

　
　
　柏
崎
刈
羽
原
発
は
中
越
沖
地
震
の

際
、
液
状
化
で
大
き
な
被
害
が
起
き
た
。

魚
沼
市
は
風
下
に
あ
り
30
㎞
圏
外
で
あ
っ

て
も
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
市
長
は
明
確
な
再
稼
働
に
は
反
対

の
意
思
表
示
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　発
言
す
る
立
場
に
な
い
た
め
答
弁

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問問問問 答答 答

問問 答 答答

　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
は
正

職
員
と
比
較
す
る
と
賃
金
面
、
制
度
面
で

大
き
な
開
き
が
あ
る
。
正
職
員
給
与
が
改

定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
も
報
酬
改
定
を
行
い
、
４
月
に
遡
り
差

額
支
給
す
る
よ
う
関
連
条
例
を
含
め
改
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　今
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

も
遡
及
適
用
を
し
て
支
給
す
る
よ
う
、
関

連
条
例
の
改
正
を
含
め
準
備
を
し
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
つ

い
て　

　
　豊
富
な
包
蔵
水
力
の
あ
る
魚
沼
市

で
、
最
も
開
発
し
や
す
い
地
点
は
、
農
業

用
水
の
遊
休
落
差
を
利
用
し
た
小
水
力
発

電
に
な
る
。
既
に
市
内
で
池
平
水
力
発
電

所
72
ｋ
Ｗ
が
、
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
。

更
な
る
地
点
開
発
へ
の
支
援
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進

事
業
と
し
て
、
出
力
10
ｋ
Ｗ
未
満
の
小
水

力
発
電
設
備
の
導
入
を
行
っ
た
市
民
、
事

業
者
に
、
設
置
経
費
の
３
分
の
１
、
最
大

60
万
円
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

　
　
　今
、
農
業
者
が
毎
年
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。
農
業
者
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
も
農
業
機
械
の
更
新
整
備
の
支
援
は
重

要
で
あ
る
。
現
在
の
耕
作
面
積
５
ha
以
上

を
、
更
に
間
口
を
広
げ
て
１
ha
以
上
ま
で

支
援
要
件
の
緩
和
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　
　も
う
少
し
小
さ
い
規
模
の
方
へ
の

支
援
と
の
こ
と
で
す
が
、
国
の
農
業
基
本

法
の
改
正
に
併
せ
て
、
担
い
手
だ
け
で
は

な
く
て
「
半
農
半
Ｘ
」
と
い
う
所
に
対
す

る
支
援
と
い
う
話
も
あ
る
。
国
の
基
本
計

画
が
今
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
の
で
、
そ

れ
を
見
な
が
ら
市
と
し
て
ど
こ
ま
で
で
き

る
の
か
考
え
た
い
。
農
協
で
は
、
規
模
が

小
さ
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
農
業
機
械
の
支

援
を
し
て
い
る
。
今
年
度
の
利
用
状
況
も

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問問 答答

問答

保
育
所
保
育
の
充
実
を
図
れ

高野甲子雄

佐藤　達雄

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
問
う

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ

の
影
響
に
つ
い
て
問
う

大平　恭児

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
向
け

た
対
策
に
つ
い
て
問
う

桑原　郁夫

エ
ッ
ク
ス

し
っ
か
い
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V o
聞かせて！あなたの声

i c e

　もともと“越後招福太鼓”とい
う太鼓集団で活動しています。 
　そんな中で女性だけで、何か新
しい太鼓を始めてみたいなという
ことから、４名が声を上げ、和太
鼓演奏者の坂牧さん指導のもと結
成されました。まだ結成数カ月です。
　太鼓にも様々な種類があります
が、そんな中でも移動しながらパ
フォーマンスを発揮できる“担ぎ
桶太鼓”で頑張ろうということに
なりました。
　グループ名のAt  ZEROとは、
音楽界での新たなスタートや挑
戦、可能性の広がりを示唆する意
味です。よろしくお願いします。 

太鼓を始めたきっかけ
とグループ紹介

　４人とも魚沼市の仲間です。
　旧堀之内２名、広神１名、湯之
谷１名です。

メンバー構成

　とにかく仲が良く、常に笑いが
あり楽しく練習していますが、太
鼓を担ぎ練習開始となると真剣さ
が自然に表れ、一生懸命な所は自
慢できます。

グループの自慢

　結成間もない私たちですが、練
習を積み重ね、技術を向上させて
笑顔で皆さんの所へ演奏をお届け
することを課題に上げています。

今後の課題

　公民館をお借りしての練習や太
鼓の保管をお願いしていますが、
大きな音で近所迷惑にならない練
習場と太鼓等の保管場所があった
ら良いなと希望します。

魚沼市や市議会に
臨むもの

　毎週水曜日の夜が練習日であ
り、いままで太鼓を披露してきた
場所として雪中花水祝い、十五夜
祭り、文化会館での「夏太鼓」、
ほか依頼のあった地域等での演奏
などですが、もっともっと地域の
皆さまからAt  ZEROを知ってい
ただき声を掛けていただきたいです。

活動場所と太鼓を
披露する場

　文化会館での「夏太鼓」
を聞きに行き、結成間もな
いのに立派に演奏をしてい
る姿に感動し、度胸のよさ
に驚きました。担ぎ桶太鼓
の４人組 At  ZEROが今後
も大舞台で演奏する姿や地
域で躍動する姿を見かける
ことも多くなると思います。
みんなで期待しましょう。

　地域で活躍する皆さんと、

ざっくばらんに語り合うコー

ナーです。

　第18回目は、At ZEROの皆

さんからお話を伺いました。

市議会から一言

At ZERO

市 議 会
×

４
月
18
日
・
５
月
23
日
・
６
月
21
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
52
号
〜
54
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　市
政
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
実
施

す
る
主
な
事
業
に
つ
い
て

②

　小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き
普
通
積

載
車
３
台
の
購
入
に
つ
い
て

問

　３
台
同
時
に
更
新
と
の
こ
と
だ
が
使

用
年
数
は
ど
う
か
。

答

　い
ず
れ
も
25
年
以
上
を
経
過
し
て
い

る
。
経
年
の
理
由
と
部
品
調
達
の
問
題
が

生
じ
て
い
る
。

問

　納
期
が
遅
れ
た
経
緯
も
あ
る
。
納
入

期
限
は
ど
う
か
。

答

　令
和
６
年
度
中
と
な
る
。
実
際
の
使

用
は
新
年
度
に
入
る
こ
と
も
あ
る
。

③

　行
政
視
察
に
つ
い
て

　長
野
県
中
野
市
「
空
き
家
対
策
へ
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
」、
長
野

県
伊
那
市
「
災
害
時
の
動
き
を
地
域
で
共

有
す
る
地
域
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」、
長
野
県

南
伊
那
郡
南
箕
輪
村
「
人
口
自
然
増
（
出

生
率
増
加
）の
村
」を
視
察
先
と
決
定
し
た
。

３

　そ
の
他

①

　南
本
町
大
規
模
火
災
の
そ
の
後
に
つ

い
て

問

　火
災
の
際
は
水
利
確
保
と
し
て
水
門

管
理
者
と
の
連
携
を
図
る
と
し
た
が
、
水

門
管
理
者
が
何
人
で
本
当
に
連
携
が
可
能
か
。

答

　21
委
員
と
関
係
機
関
が
あ
る
。
初
動

に
お
い
て
は
、
ま
ず
場
所
を
確
認
し
て
、

水
が
足
ら
な
か
っ
た
場
合
の
連
絡
対
応
を

考
え
る
。

②

　消
防
用
施
設
の
借
地
契
約
書
の
不
備

等
︵
課
税
免
除
︶
の
進

　状
況
に
つ
い
て

③

　本
庁
舎
脇
県
職
員
住
宅
の
現
状
と
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て

　本
庁
舎
脇
に
あ
る
使
用
し
て
い
な
い
老

朽
化
し
た
県
職
員
住
宅
を
購
入
、
改
築
し

文
書
保
管
と
職
員
の
休
憩
食
事
場
所
と
す

る
活
用
策
の
提
案
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

問

　休
憩
食
事
場
所
と
し
て
使
う
場
合
に

安
全
が
確
保
で
き
る
か
。

答

　職
員
が
常
駐
す
る
建
物
で
な
な
い
の

で
、
部
分
的
な
改
修
を
行
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

問

　保
存
文
書
量
の
確
保
に
は
デ
ー
タ
化

で
対
応
し
、
休
憩
食
事
場
所
に
つ
い
て
は

本
庁
舎
車
寄
せ
の
上
部
に
床
を
張
り
部
屋

を
造
っ
て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

　デ
ー
タ
化
は
必
要
だ
が
膨
大
な
文
書

量
が
あ
り
簡
単
に
は
で
き
な
い
。
本
庁
舎

の
改
修
は
積
算
し
、
利
便
性
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。

④

　新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
移
転
に
つ
い
て

　新
施
設
建
設
に
よ
り
現
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

使
用
で
き
な
い
た
め
、
消
防
庁
舎
隣
接
地

を
新
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
利
用
し
た
い
と

の
説
明
を
受
け
、
質
疑
し
た
。

⑤

　旧
入
広
瀬
小
学
校
体
育
館
棟
の
利
活

用
に
つ
い
て

⑥

　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　５
月
９
日
に
開
催
し
た
市
民
の
声
を
聞

く
会
で
の
意
見
交
換
会
で
、
意
見
が
あ
っ

た
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
取
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
、
優
先
度
、
重
要
性

等
を
考
慮
し
順
次
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

５
月
１
日
・
５
月
31
日
・
６
月
24
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

請
願
第
１
号

﹁
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書
﹂

問

　例
年
と
違
い
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は

何
か
。

答

　中
学
校
の
35
人
以
下
学
級
を
早
急
に

実
施
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

議
案
第
55
号

魚
沼
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問

　繰
り
返
し
利
用
し
て
い
る
方
々
に
つ

い
て
、
利
便
性
も
加
味
し
た
料
金
設
定
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　従
来
か
ら
の
減
免
制
度
も
設
け
て
あ

る
の
で
、
使
用
料
改
定
後
で
も
十
分
配
慮

で
き
て
い
る
。

議
案
第
57
号

魚
沼
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　冷
房
期
間
・
暖
房
期
間
を
設
定
し
た

理
由
は
何
か
。

総
務
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

ア ッ ト ゼ　 ロ

練 習 風 景

　10
月
６
日
㈰ 

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

 

　
　
　
　
　

   

魚
沼
2
0
2
4

　10
月
19
日
㈯ 

Ｊ
Ａ
魚
沼
農
業
祭×

食

 

　
　
　
　
　
　ま
ち
う
お
ぬ
ま

　11
月
１
日
㈮ 

記
念
式
典

　11
月
上
旬

　（仮
称
）
う
お
ぬ
ま
防
災

　
　
　
　
　
　

 

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4

※

※

　フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

　地
図
を
も
と
に
、
時
間
内
に
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
得
点
を
集
め
る
ス
ポ

ー
ツ
の
こ
と
。
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V o
聞かせて！あなたの声

i c e

　もともと“越後招福太鼓”とい
う太鼓集団で活動しています。 
　そんな中で女性だけで、何か新
しい太鼓を始めてみたいなという
ことから、４名が声を上げ、和太
鼓演奏者の坂牧さん指導のもと結
成されました。まだ結成数カ月です。
　太鼓にも様々な種類があります
が、そんな中でも移動しながらパ
フォーマンスを発揮できる“担ぎ
桶太鼓”で頑張ろうということに
なりました。
　グループ名のAt  ZEROとは、
音楽界での新たなスタートや挑
戦、可能性の広がりを示唆する意
味です。よろしくお願いします。 

太鼓を始めたきっかけ
とグループ紹介

　４人とも魚沼市の仲間です。
　旧堀之内２名、広神１名、湯之
谷１名です。

メンバー構成

　とにかく仲が良く、常に笑いが
あり楽しく練習していますが、太
鼓を担ぎ練習開始となると真剣さ
が自然に表れ、一生懸命な所は自
慢できます。

グループの自慢

　結成間もない私たちですが、練
習を積み重ね、技術を向上させて
笑顔で皆さんの所へ演奏をお届け
することを課題に上げています。

今後の課題

　公民館をお借りしての練習や太
鼓の保管をお願いしていますが、
大きな音で近所迷惑にならない練
習場と太鼓等の保管場所があった
ら良いなと希望します。

魚沼市や市議会に
臨むもの

　毎週水曜日の夜が練習日であ
り、いままで太鼓を披露してきた
場所として雪中花水祝い、十五夜
祭り、文化会館での「夏太鼓」、
ほか依頼のあった地域等での演奏
などですが、もっともっと地域の
皆さまからAt  ZEROを知ってい
ただき声を掛けていただきたいです。

活動場所と太鼓を
披露する場

　文化会館での「夏太鼓」
を聞きに行き、結成間もな
いのに立派に演奏をしてい
る姿に感動し、度胸のよさ
に驚きました。担ぎ桶太鼓
の４人組 At  ZEROが今後
も大舞台で演奏する姿や地
域で躍動する姿を見かける
ことも多くなると思います。
みんなで期待しましょう。

　地域で活躍する皆さんと、

ざっくばらんに語り合うコー

ナーです。

　第18回目は、At ZEROの皆

さんからお話を伺いました。

市議会から一言

At ZERO

市 議 会
×

４
月
18
日
・
５
月
23
日
・
６
月
21
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
52
号
〜
54
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　市
政
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
実
施

す
る
主
な
事
業
に
つ
い
て

②

　小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き
普
通
積

載
車
３
台
の
購
入
に
つ
い
て

問

　３
台
同
時
に
更
新
と
の
こ
と
だ
が
使

用
年
数
は
ど
う
か
。

答

　い
ず
れ
も
25
年
以
上
を
経
過
し
て
い

る
。
経
年
の
理
由
と
部
品
調
達
の
問
題
が

生
じ
て
い
る
。

問

　納
期
が
遅
れ
た
経
緯
も
あ
る
。
納
入

期
限
は
ど
う
か
。

答

　令
和
６
年
度
中
と
な
る
。
実
際
の
使

用
は
新
年
度
に
入
る
こ
と
も
あ
る
。

③

　行
政
視
察
に
つ
い
て

　長
野
県
中
野
市
「
空
き
家
対
策
へ
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
」、
長
野

県
伊
那
市
「
災
害
時
の
動
き
を
地
域
で
共

有
す
る
地
域
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」、
長
野
県

南
伊
那
郡
南
箕
輪
村
「
人
口
自
然
増
（
出

生
率
増
加
）の
村
」を
視
察
先
と
決
定
し
た
。

３

　そ
の
他

①

　南
本
町
大
規
模
火
災
の
そ
の
後
に
つ

い
て

問

　火
災
の
際
は
水
利
確
保
と
し
て
水
門

管
理
者
と
の
連
携
を
図
る
と
し
た
が
、
水

門
管
理
者
が
何
人
で
本
当
に
連
携
が
可
能
か
。

答

　21
委
員
と
関
係
機
関
が
あ
る
。
初
動

に
お
い
て
は
、
ま
ず
場
所
を
確
認
し
て
、

水
が
足
ら
な
か
っ
た
場
合
の
連
絡
対
応
を

考
え
る
。

②

　消
防
用
施
設
の
借
地
契
約
書
の
不
備

等
︵
課
税
免
除
︶
の
進

　状
況
に
つ
い
て

③

　本
庁
舎
脇
県
職
員
住
宅
の
現
状
と
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て

　本
庁
舎
脇
に
あ
る
使
用
し
て
い
な
い
老

朽
化
し
た
県
職
員
住
宅
を
購
入
、
改
築
し

文
書
保
管
と
職
員
の
休
憩
食
事
場
所
と
す

る
活
用
策
の
提
案
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

問

　休
憩
食
事
場
所
と
し
て
使
う
場
合
に

安
全
が
確
保
で
き
る
か
。

答

　職
員
が
常
駐
す
る
建
物
で
な
な
い
の

で
、
部
分
的
な
改
修
を
行
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

問

　保
存
文
書
量
の
確
保
に
は
デ
ー
タ
化

で
対
応
し
、
休
憩
食
事
場
所
に
つ
い
て
は

本
庁
舎
車
寄
せ
の
上
部
に
床
を
張
り
部
屋

を
造
っ
て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

　デ
ー
タ
化
は
必
要
だ
が
膨
大
な
文
書

量
が
あ
り
簡
単
に
は
で
き
な
い
。
本
庁
舎

の
改
修
は
積
算
し
、
利
便
性
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。

④

　新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
移
転
に
つ
い
て

　新
施
設
建
設
に
よ
り
現
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

使
用
で
き
な
い
た
め
、
消
防
庁
舎
隣
接
地

を
新
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
利
用
し
た
い
と

の
説
明
を
受
け
、
質
疑
し
た
。

⑤

　旧
入
広
瀬
小
学
校
体
育
館
棟
の
利
活

用
に
つ
い
て

⑥

　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　５
月
９
日
に
開
催
し
た
市
民
の
声
を
聞

く
会
で
の
意
見
交
換
会
で
、
意
見
が
あ
っ

た
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
取
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
、
優
先
度
、
重
要
性

等
を
考
慮
し
順
次
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

５
月
１
日
・
５
月
31
日
・
６
月
24
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

請
願
第
１
号

﹁
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書
﹂

問

　例
年
と
違
い
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は

何
か
。

答

　中
学
校
の
35
人
以
下
学
級
を
早
急
に

実
施
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

議
案
第
55
号

魚
沼
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問

　繰
り
返
し
利
用
し
て
い
る
方
々
に
つ

い
て
、
利
便
性
も
加
味
し
た
料
金
設
定
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

　従
来
か
ら
の
減
免
制
度
も
設
け
て
あ

る
の
で
、
使
用
料
改
定
後
で
も
十
分
配
慮

で
き
て
い
る
。

議
案
第
57
号

魚
沼
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　冷
房
期
間
・
暖
房
期
間
を
設
定
し
た

理
由
は
何
か
。

総
務
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

ア ッ ト ゼ　 ロ

練 習 風 景

　10
月
６
日
㈰ 

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

 

　
　
　
　
　

   

魚
沼
2
0
2
4

　10
月
19
日
㈯ 

Ｊ
Ａ
魚
沼
農
業
祭×

食

 

　
　
　
　
　
　ま
ち
う
お
ぬ
ま

　11
月
１
日
㈮ 

記
念
式
典

　11
月
上
旬

　（仮
称
）
う
お
ぬ
ま
防
災

　
　
　
　
　
　

 

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4

※

※

　フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

　地
図
を
も
と
に
、
時
間
内
に
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
得
点
を
集
め
る
ス
ポ

ー
ツ
の
こ
と
。
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答

　指
定
管
理
者
と
の
調
整
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
90
号

小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
解
体
撤
去
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

問

　危
険
度
が
一
番
高
い
ア
ス
ベ
ス
ト
が

出
た
わ
け
で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
慎
重
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。
検
証
と
今
後
に
つ
い
て
考
え
は
あ

る
の
か
。

答

　庁
内
で
情
報
共
有
を
し
て
い
く
。

議
案
第
55
号
〜
71
号
・
90
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鮎
の
里
改
修

工
事
に
つ
い
て

　移
転
の
内
容
、
周
知
方
法
、
工
事
工
程

等
説
明
を
受
け
た
。

②

　小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
解
体
撤
去

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　設
計
段
階
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
不

可
視
部
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
想
定
よ
り
も
多

か
っ
た
こ
と
や
、
設
計
よ
り
有
害
な
レ
ベ

ル
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
、
除
去
方

法
に
変
更
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
の

説
明
を
受
け
た
。

③

　湯
之
谷
・
守
門
地
域
に
お
け
る
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

問

　湯
之
谷
地
域
が
大
分
増
え
た
理
由
は

何
か
。

答

　日
中
時
間
帯
の
路
線
バ
ス
が
運
行
し

て
い
な
い
の
で
、
公
共
交
通
と
し
て
は
こ

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。

④

　Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行

に
つ
い
て

問

　停
留
所
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
範
囲
で

設
定
予
定
な
の
か
。

答

　今
現
在
運
行
し
て
い
る
ま
ち
な
か
循

環
線
、
小
出
地
域
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
デ
ー
タ
を
業
者
決
定
後
に
渡
し
、
そ
の

中
で
実
際
の
今
の
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
状

況
、
動
向
を
踏
ま
え
、
最
適
な
運
行
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

３

　そ
の
他

①

　路
線
バ
ス
﹁
小
出
＝
荒
金
＝
浦
佐
線
﹂

の
運
行
終
了
に
つ
い
て

　南
越
後
観
光
バ
ス
株
式
会
社
よ
り
、
昨

今
の
深
刻
な
運
転
手
不
足
、
全
体
の
利
用

状
況
、
収
支
状
況
を
精
査
し
た
結
果
、
令

和
６
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
当
該
路
線
の

運
行
を
終
了
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

②

　障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
係
る
消
費

税
に
つ
い
て

　市
が
委
託
し
て
、
福
祉
事
業
所
が
行
っ

て
い
る
障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
消
費
税

は
非
課
税
と
し
て
い
た
が
、
国
か
ら
課
税

で
あ
る
と
の
指
導
を
受
け
、
過
年
度
の
延

滞
税
も
含
め
、
修
正
分
を
市
か
ら
法
人
へ

支
払
う
た
め
、
６
月
補
正
で
対
応
し
た
い

旨
の
説
明
を
受
け
た
。

③

　高
齢
者
施
設
整
備
の
進

　状
況
に
つ

い
て　特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鮎
の
里
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
あ
ぶ
る
ま
苑
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。 

④

　守
門
テ
ナ
ン
ト
室
︵
守
門
診
療
所
内
︶

の
応
募
状
況
等
に
つ
い
て

　公
募
の
結
果
申
請
が
１
件
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
貸
付
け
と
決
定
し
た
。

⑤

　湯
之
谷
世
代
間
交
流
施
設
の
空
調
機

器
入
替
工
事
に
つ
い
て

⑥

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
進

　状
況
に
つ
い
て

⑦

　﹁
第
三
期 

魚
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
﹂
の
策
定
に
つ
い
て

　今
年
度
に
令
和
７
年
度
か
ら
の
５
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
、
第
三
期
事
業
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑧

　基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
う

市
税
の
期
別
変
更
に
つ
い
て

⑨

　教
育
委
員
会
関
係
施
設
の
現
地
調
査

に
つ
い
て

　旧
広
神
庁
舎
１
階
で
は
文
化
財
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
３
階
の
フ
ラ
ワ
ー
ル

ー
ム
で
は
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
、
広

神
東
小
学
校
と
堀
之
内
中
学
校
で
は
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
用
端
末
等
の
利
活
用

に
つ
い
て
現
地
調
査
と
総
括
を
行
っ
た
。

５
月
30
日
・
６
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
72
号
〜
81
号
・
86
号

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　四
日
町
排
水
機
場
整
備
事
業
の
進

に
つ
い
て

問

　四
日
町
排
水
機
場
の
圧
送
管
工
事
と

既
存
水
路
の
接
続
工
事
は
、
作
業
場
所
の

一
部
が
一
緒
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
ち
ら

を
先
に
す
る
の
か
。
工
期
的
に
は
一
緒
で

も
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答

　工
事
の
進

　に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
慎
重
に
工
程
を
検
討
し
て
い
く
。

問

　継
続
費
予
算
も
増
額
し
た
い
と
い
う

話
だ
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
件
も
同
じ
で
、

補
正
予
算
で
増
額
対
応
が
多
い
た
め
、
具

体
的
に
対
応
策
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答

　今
回
の
継
続
費
増
額
の
件
は
、
配
管

資
材
が
特
注
品
と
な
り
物
価
高
騰
も
重
な

っ
て
予
算
が
不
足
す
る
結
果
と
な
っ
た

が
、
大
規
模
工
事
に
つ
い
て
は
、
予
算
要

求
の
段
階
か
ら
特
に
慎
重
に
確
認
し
て
い

き
た
い
。

②

　除
雪
車
の
入
札
結
果
に
つ
い
て

③

　入
広
瀬
温
室
の
今
後
に
つ
い
て

④

　地
域
計
画
の
地
区
別
話
合
い
に
つ
い
て

問

　地
域
計
画
の
目
標
地
図
は
、
耕
作
者

が
区
分
け
し
た
区
域
を
越
え
て
い
く
こ
と

が
あ
る
。
全
体
で
１
枚
の
地
図
に
し
て
分

か
る
よ
う
に
細
か
く
作
る
の
か
。

答

　地
域
計
画
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
令
和

７
年
３
月
末
ま
で
の
策
定
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
昨
年
９
月
に
一
定

規
模
の
農
家
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
意

向
調
査
や
、
本
年
１
月
と
６
月
に
行
っ
た
話

合
い
、
そ
し
て
10
月
に
３
回
目
の
話
合
い

も
予
定
し
て
い
る
。
今
年
度
策
定
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、農
振
農
用
地
を
対
象
と
し
、

昨
年
９
月
の
意
向
調
査
結
果
と
10
月
ま
で

の
話
合
い
結
果
を
反
映
し
た
地
図
に
耕
作

者
名
を
入
れ
な
い
状
態
で
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。
来
年
度
以
降
、
所
有
者
名
も
入
れ

て
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

⑤

　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　令
和
８
年
３
月
改
定
予
定
の
第
３
次
魚

沼
市
総
合
計
画
に
合
わ
せ
て
現
在
作
業
を

進
め
て
る
。

⑥

　ス
キ
ー
場
組
織
編
制
協
議
会
の
進

　

状
況
に
つ
い
て

　本
年
９
月
を
目
処
に
一
本
化
に
向
け
た

中
間
報
告
を
す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

⑦

　寿
和
温
泉
ヘ
ル
ス
棟
・
プ
ー
ル
棟
解

体
撤
去
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　不
可
視
部
分
に
解
体
設
計
に
は
な
い
配

管
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
増
額
に
よ
る
変

更
契
約
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

３

　そ
の
他

①

　有
機
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
の

入
札
結
果
に
つ
い
て

②

　債
権
放
棄
︵
住
宅
３
件
︶
に
つ
い
て

③

　水
の
郷
工
業
団
地
用
地
買
収
に
つ
い
て

④

　渇
水
対
策
に
つ
い
て

⑤

　魚
沼
市
都
市
ガ
ス
警
報
器
貸
付
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑥

　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⑦

　新
潟
県
立
小
出
特
別
支
援
学
校
見
学

会
に
つ
い
て

　６
月
14
日
に
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
作
成
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
送
付
先
の
団
体
等
に
つ

い
て
議
決
を
し
た
。
各
団
体
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
送
付
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
初
旬

に
発
送
す
る
こ
と
と
し
た
。

　各
委
員
会
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い

堀之内中学校広神東小学校

総
合
計
画
策
定
調
査

特
別
委
員
会
報
告

産
業
建
設
委
員
会
報
告

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　み
ま
せ
ん
か

　市
議
会
議
場
は
魚
沼
市
役
所
本
庁
舎

３
階
に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
手
続
き
は
、

受
付
用
紙
に
氏
名
等
を
記
入
す
る
だ
け

で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　学
校
・
各
種
団
体
の
場
合
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　定
例
会
は
年
４
回
（
２
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
）
開
か
れ
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
に
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時

会
が
開
か
れ
ま
す
。

　日
程
は
、
市
報
お
知
ら
せ
版
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

公式 YouTube
チャンネル
公式 YouTube
チャンネル
公式 YouTube
チャンネル
ぜひご覧ください

を

市議会の様子がYouTubeにてご覧

になれます。

より開かれた議会を目指し発信し

ていきます。

ぜひチャンネル登録をお願いします。

魚沼市議会
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答

　指
定
管
理
者
と
の
調
整
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
90
号

小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
解
体
撤
去
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

問

　危
険
度
が
一
番
高
い
ア
ス
ベ
ス
ト
が

出
た
わ
け
で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
慎
重
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。
検
証
と
今
後
に
つ
い
て
考
え
は
あ

る
の
か
。

答

　庁
内
で
情
報
共
有
を
し
て
い
く
。

議
案
第
55
号
〜
71
号
・
90
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鮎
の
里
改
修

工
事
に
つ
い
て

　移
転
の
内
容
、
周
知
方
法
、
工
事
工
程

等
説
明
を
受
け
た
。

②

　小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
解
体
撤
去

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　設
計
段
階
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
不

可
視
部
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
想
定
よ
り
も
多

か
っ
た
こ
と
や
、
設
計
よ
り
有
害
な
レ
ベ

ル
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
、
除
去
方

法
に
変
更
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
の

説
明
を
受
け
た
。

③

　湯
之
谷
・
守
門
地
域
に
お
け
る
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

問

　湯
之
谷
地
域
が
大
分
増
え
た
理
由
は

何
か
。

答

　日
中
時
間
帯
の
路
線
バ
ス
が
運
行
し

て
い
な
い
の
で
、
公
共
交
通
と
し
て
は
こ

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。

④

　Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行

に
つ
い
て

問

　停
留
所
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
範
囲
で

設
定
予
定
な
の
か
。

答

　今
現
在
運
行
し
て
い
る
ま
ち
な
か
循

環
線
、
小
出
地
域
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
デ
ー
タ
を
業
者
決
定
後
に
渡
し
、
そ
の

中
で
実
際
の
今
の
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
状

況
、
動
向
を
踏
ま
え
、
最
適
な
運
行
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

３

　そ
の
他

①

　路
線
バ
ス
﹁
小
出
＝
荒
金
＝
浦
佐
線
﹂

の
運
行
終
了
に
つ
い
て

　南
越
後
観
光
バ
ス
株
式
会
社
よ
り
、
昨

今
の
深
刻
な
運
転
手
不
足
、
全
体
の
利
用

状
況
、
収
支
状
況
を
精
査
し
た
結
果
、
令

和
６
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
当
該
路
線
の

運
行
を
終
了
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

②

　障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
係
る
消
費

税
に
つ
い
て

　市
が
委
託
し
て
、
福
祉
事
業
所
が
行
っ

て
い
る
障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
消
費
税

は
非
課
税
と
し
て
い
た
が
、
国
か
ら
課
税

で
あ
る
と
の
指
導
を
受
け
、
過
年
度
の
延

滞
税
も
含
め
、
修
正
分
を
市
か
ら
法
人
へ

支
払
う
た
め
、
６
月
補
正
で
対
応
し
た
い

旨
の
説
明
を
受
け
た
。

③

　高
齢
者
施
設
整
備
の
進

　状
況
に
つ

い
て　特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鮎
の
里
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
あ
ぶ
る
ま
苑
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。 

④

　守
門
テ
ナ
ン
ト
室
︵
守
門
診
療
所
内
︶

の
応
募
状
況
等
に
つ
い
て

　公
募
の
結
果
申
請
が
１
件
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
貸
付
け
と
決
定
し
た
。

⑤

　湯
之
谷
世
代
間
交
流
施
設
の
空
調
機

器
入
替
工
事
に
つ
い
て

⑥

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
進

　状
況
に
つ
い
て

⑦

　﹁
第
三
期 

魚
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
﹂
の
策
定
に
つ
い
て

　今
年
度
に
令
和
７
年
度
か
ら
の
５
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
、
第
三
期
事
業
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑧

　基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
う

市
税
の
期
別
変
更
に
つ
い
て

⑨

　教
育
委
員
会
関
係
施
設
の
現
地
調
査

に
つ
い
て

　旧
広
神
庁
舎
１
階
で
は
文
化
財
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
３
階
の
フ
ラ
ワ
ー
ル

ー
ム
で
は
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
、
広

神
東
小
学
校
と
堀
之
内
中
学
校
で
は
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
用
端
末
等
の
利
活
用

に
つ
い
て
現
地
調
査
と
総
括
を
行
っ
た
。

５
月
30
日
・
６
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
72
号
〜
81
号
・
86
号

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　四
日
町
排
水
機
場
整
備
事
業
の
進

に
つ
い
て

問

　四
日
町
排
水
機
場
の
圧
送
管
工
事
と

既
存
水
路
の
接
続
工
事
は
、
作
業
場
所
の

一
部
が
一
緒
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
ち
ら

を
先
に
す
る
の
か
。
工
期
的
に
は
一
緒
で

も
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答

　工
事
の
進

　に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
慎
重
に
工
程
を
検
討
し
て
い
く
。

問

　継
続
費
予
算
も
増
額
し
た
い
と
い
う

話
だ
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
件
も
同
じ
で
、

補
正
予
算
で
増
額
対
応
が
多
い
た
め
、
具

体
的
に
対
応
策
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答

　今
回
の
継
続
費
増
額
の
件
は
、
配
管

資
材
が
特
注
品
と
な
り
物
価
高
騰
も
重
な

っ
て
予
算
が
不
足
す
る
結
果
と
な
っ
た

が
、
大
規
模
工
事
に
つ
い
て
は
、
予
算
要

求
の
段
階
か
ら
特
に
慎
重
に
確
認
し
て
い

き
た
い
。

②

　除
雪
車
の
入
札
結
果
に
つ
い
て

③

　入
広
瀬
温
室
の
今
後
に
つ
い
て

④

　地
域
計
画
の
地
区
別
話
合
い
に
つ
い
て

問

　地
域
計
画
の
目
標
地
図
は
、
耕
作
者

が
区
分
け
し
た
区
域
を
越
え
て
い
く
こ
と

が
あ
る
。
全
体
で
１
枚
の
地
図
に
し
て
分

か
る
よ
う
に
細
か
く
作
る
の
か
。

答

　地
域
計
画
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
令
和

７
年
３
月
末
ま
で
の
策
定
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
昨
年
９
月
に
一
定

規
模
の
農
家
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
意

向
調
査
や
、
本
年
１
月
と
６
月
に
行
っ
た
話

合
い
、
そ
し
て
10
月
に
３
回
目
の
話
合
い

も
予
定
し
て
い
る
。
今
年
度
策
定
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、農
振
農
用
地
を
対
象
と
し
、

昨
年
９
月
の
意
向
調
査
結
果
と
10
月
ま
で

の
話
合
い
結
果
を
反
映
し
た
地
図
に
耕
作

者
名
を
入
れ
な
い
状
態
で
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。
来
年
度
以
降
、
所
有
者
名
も
入
れ

て
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

⑤

　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　令
和
８
年
３
月
改
定
予
定
の
第
３
次
魚

沼
市
総
合
計
画
に
合
わ
せ
て
現
在
作
業
を

進
め
て
る
。

⑥

　ス
キ
ー
場
組
織
編
制
協
議
会
の
進

　

状
況
に
つ
い
て

　本
年
９
月
を
目
処
に
一
本
化
に
向
け
た

中
間
報
告
を
す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

⑦

　寿
和
温
泉
ヘ
ル
ス
棟
・
プ
ー
ル
棟
解

体
撤
去
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　不
可
視
部
分
に
解
体
設
計
に
は
な
い
配

管
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
増
額
に
よ
る
変

更
契
約
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

３

　そ
の
他

①

　有
機
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
の

入
札
結
果
に
つ
い
て

②

　債
権
放
棄
︵
住
宅
３
件
︶
に
つ
い
て

③

　水
の
郷
工
業
団
地
用
地
買
収
に
つ
い
て

④

　渇
水
対
策
に
つ
い
て

⑤

　魚
沼
市
都
市
ガ
ス
警
報
器
貸
付
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑥

　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

⑦

　新
潟
県
立
小
出
特
別
支
援
学
校
見
学

会
に
つ
い
て

　６
月
14
日
に
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
作
成
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
送
付
先
の
団
体
等
に
つ

い
て
議
決
を
し
た
。
各
団
体
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
送
付
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
初
旬

に
発
送
す
る
こ
と
と
し
た
。

　各
委
員
会
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い

堀之内中学校広神東小学校

総
合
計
画
策
定
調
査

特
別
委
員
会
報
告

産
業
建
設
委
員
会
報
告

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　み
ま
せ
ん
か

　市
議
会
議
場
は
魚
沼
市
役
所
本
庁
舎

３
階
に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
手
続
き
は
、

受
付
用
紙
に
氏
名
等
を
記
入
す
る
だ
け

で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　学
校
・
各
種
団
体
の
場
合
は
事
前
に

ご
連
絡
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だ
さ
い
。

　定
例
会
は
年
４
回
（
２
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
）
開
か
れ
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
に
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時

会
が
開
か
れ
ま
す
。

　日
程
は
、
市
報
お
知
ら
せ
版
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

公式 YouTube
チャンネル
公式 YouTube
チャンネル
公式 YouTube
チャンネル
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を
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1415 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

　政務活動費とは、魚沼市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部

として、市から交付されるものです。

　令和５年度の政務活動費について、実績報告に基づき使途の内訳を掲載します。

令和5年度

（単位：円）

議員氏名
または
会派名

交付額 対象経費調査
研究費

支出計
資料

購入費
広報費

要請・陳情
活動費

研修費

支　　　　出　　　　額 収支
差引額

（返還額）

魚沼市議会政務活動費の使途内訳魚沼市議会政務活動費の使途内訳魚沼市議会政務活動費の使途内訳

桑原　郁夫

横山　正樹

星　　直樹

浅井　宏昭

星野みゆき

大桃　俊彦

富永三千敏

佐藤　敏雄

遠藤　徳一

渡辺　一美

佐藤　　肇

関矢　孝夫

高野甲子雄

本田　　篤

志田　　貢

森島　守人

日本共産党（所属2人）

計

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

192,000

1,728,000

5,331

46,004

11,561

62,896

99,900

90,669

99,837

180,687

162,996

130,984

117,925

105,317

370,328

127,925

152,559

242,663

49,996

84,439

103,151

101,503

276,227

2,497,106

99,900

90,669

99,837

180,687

162,996

130,984

117,925

105,317

370,328

127,925

152,559

242,663

49,996

84,439

103,151

101,503

276,227

2,497,106

24,336

25,280

27,566

55,200

56,734

33,804

66,360

15,876

20,635

51,069

37,104

35,525

51,228

66,360

21,456

588,533

資料
作成費

22,320

24,486

16,373

23,820

18,266

18,740

22,320

16,826

163,151

58,910

13,200

180,687

107,796

74,250

38,727

330,900

66,990

48,750

276,227

1,196,437

53,244

44,600

38,915

6,479

107,290

32,800

120,303

403,631

6,479

14,471

6,479

14,471

700

44,870

14,471

14,471

14,471

14,471

145,354

第６期議員（令和５年４月〜令和６年３月）

広聴費 会議費 人件費 事務所費

使  途  基  準

項　　　目

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

内　　　　　　容

会派又は議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費（交通費、宿泊料等）

会派又は議員が研修を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費（講師謝金、研修等参加費、交通費等）

会派又は議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費（広報紙・報告書等印刷費、文書通信費、会場費等）

会派又は議員が行う住民からの市政及び会派又は議員の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費（資料印刷費、会場費等）

会派又は議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費（資料印刷費、文書通信費、交通費等）

会派又は議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への参加に要する経費（会場費、資料印刷費、参加費等）

会派又は議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費（印刷製本代、リース代等）

会派又は議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費（書籍購入費、新聞雑誌購読料等）

会派又は議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費（賃金等）

会派又は議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に関する経費（事務所の賃貸料、維持管理費等） 

みなさんからの声を大切に

（ 議 会 報 告 会 ）（ 議 会 報 告 会 ）

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し市民の声を聞

く会（議会報告会）を５月９日に「虫野区高陽会館」と「福

山克雪センター」の２会場で開催しました。今回の報告

会では、２月定例会と令和６年度予算審査について報告

をした後、参加者と意見交換会を行いました。

　貴重なご意見は、各担当委員会で協議し、今後の市政

運営に反映していくよう取り組んでいきます。いただい

たご意見の一部を紹介します。

令和６年度 第１回市民の声を聞く会令和６年度 第１回市民の声を聞く会

窓口がなくなって切符を買うなど
の手続きができずに困っている。

小出駅の窓口について小出駅の窓口について

子どもたちの能力を伸ばすため、
さまざまな課題を解決してほしい。

クラブ活動の地域移行についてクラブ活動の地域移行について

観光面で南魚沼や中魚沼と比
較して遅れている。議員とし
てどうあるべきか聞きたい。

観光対策について観光対策について

農業をやりたい人にとって明
るい話題である。その窓口を
広げる意味でも取組を頑張っ
て欲しい。

オーガニック給食の導入についてオーガニック給食の導入について

当所から他所にいっている人
からまつりの時は帰って来て
もらい、宿泊場所として空き
家や公民館を利用できないか。

地域の活性化について地域の活性化について

名称変更によって、もたらさ
れる効果を聞きたい。

インターチェンジの名称変更についてインターチェンジの名称変更について

クマ騒動で、登下校中にクマに
出くわした場合に不安である。
スクールバスを利用できないか。

スクールバスの利用についてスクールバスの利用について

８年間で10世帯が移住して増え
た地域である。モデルケースとし
てもっと情報発信をして欲しい。

移住者の受入れについて移住者の受入れについて

介護をしている人達の給料が低
い。市としても先駆的にサポー
トして欲しい。

非正職員をなるべく正職員扱いにして、きちん
と子どもが守れる体制にしていくべきである。

介護士・保育士について介護士・保育士について

子育て日本一を標榜する魚沼市と
してプール建設を要望する。議会
として建設に向けての提案をお願いしたい。

温水プールについて温水プールについて

魅力的にしていくための必要
な整備が不十分である。

雪上桜観桜会の受入れについて雪上桜観桜会の受入れについて

山菜採りをしたい人が多いのに
受け入れられていない。工夫し
て受け入れるべきではないか。

山菜採りについて山菜採りについて
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　毎
日
の
日
課
で
あ
る
小
学

生
の
登
校
班
に
付
き
添
っ
て

て
い
く
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
。

　４
月
の
入
学
当
初
は
真
っ

直
ぐ
歩
け
ず
フ
ラ
フ
ラ
、
つ

ま
ず
く
子
ど
も
た
ち
が
多
か

っ
た
。

　ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
い
の

か
、
両
手
を
塞
ぐ
手
荷
物
の

体
操
着
、
絵
の
具
道
具
も
重

い
の
だ
ろ
う
。

　そ
の
１
年
生
が
３
カ
月
も

経
過
す
る
と
見
違
え
る
よ
う
に

足
が
前
に
進
む
よ
う
に
な
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
ス

ピ
ー
ド
は
認
め
て
は
い
る
も

の
の
、
毎
年
驚
か
さ
れ
る
。

　そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に

６
年
生
、
身
長
も
抜
か
れ
て

し
ま
う
。

　こ
の
魚
沼
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
、感
謝
し
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未

来
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
。

　日
々
考
え
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（星

　直
樹
）

あ
と
が
き

　私
は
高
校
卒
業
後
、
地
元
魚
沼
に
残
り

就
職
を
し
ま
し
た
。
地
元
に
残
っ
て
い
る

同
級
生
や
友
達
は
少
な
く
、
最
初
は
寂
し

い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
地

域
や
町
内
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
以

前
よ
り
も
増
え
、
そ
こ
で
の
新
し
い
出
会

い
も
あ
り
ま
し
た
。
お
誘
い
を
受
け
て
町

内
の
駅
伝
部
に
入
部
し
、
休
日
は
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
走
り
、
そ
の
後
は
乾
杯
!!
と

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、魚
沼
市
の
消
防
団
に
も
入
団
し
、

ウ
オ
ヌ
マ
ン
と
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

で
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　私
は
、
仕
事
や
こ
う
い
っ
た
地
域
の
活

動
を
通
し
て
魚
沼
に
貢
献
で
き
て
い
る
こ

と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も

大
好
き
な
魚
沼
の
た
め
に
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
地
域

の
活
動
へ
の
参
加
、
ま
た
、
魚
沼
市
消
防

団
へ
の
入
団
待
っ
て
ま
す
。

市
民
の
声
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住
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︵
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で
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ま
せ
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原
稿
を
募
集
し
ま
す

堀
之
内

　横
山

　有
さ
ん

・定例会・補正予算・議案賛否の状況

・一般質問

・聞かせて！ あなたの声「Vo i ce」

・常任・特別委員会報告

・政務活動費

・議会報告会

・市民の声・あとがき

 2〜3

 4〜9

10

11〜13

14

15

16

……………

……………………………………………

………………

……………………………

…………………………………………

…………………………………………

………………………………

【発行責任者】　議長　森島 守人

【広報広聴特別委員長】

　　　　　　　大桃 俊彦

【副 委 員 長】　大平 恭児

【委　　　員】　桑原 郁夫・横山 正樹

　　　　　　　星 直樹・富永 三千敏

こんにちは

魚沼市議会です
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C o n t e n t s

消防演習 放水訓練

穴
沢

佐
藤

　貞
さ
ん

　就
農
し
て
か
れ
こ
れ
15
年
目
を
迎
え
、

気
づ
け
ば
ア
ラ
フ
ィ
フ
と
な
り
、
立
場
や

役
目
も
随
分
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
変
わ
ら
な
い
の
が
減
り
続
け
る
米

の
需
要
。
米
生
産
者
と
し
て
悩
ま
し
い
所

で
す
が
、
世
界
へ
目
を
向
け
る
と
真
逆
の

事
情
を
抱
え
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
紛
争

や
貧
困
、
温
暖
化
の
影
響
で
食
糧
難
に
苦

し
む
人
た
ち
は
多
く
い
ま
す
。
そ
れ
が
我

が
子
だ
と
し
た
ら
誰
か
に
助
け
て
ほ
し

い
。
日
本
の
米
が
そ
う
し
た
人
達
の
助
け

に
な
ら
な
い
も
の
か
。
あ
る
所
で
そ
ん
な

提
案
を
し
た
と
こ
ろ
、
支
援
と
は
求
め
ら

れ
た
も
の
を
届
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
金

銭
的
な
支
援
に
な
る
と
言
わ
れ
、
意
気
消

沈
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
も
っ
と
も

で
す
が
、
食
料
は
い
ず
れ
必
要
に
な
る
わ

け
で
、
そ
こ
に
日
本
の
米
を
活
用
で
き
な

い
も
の
か
。魚
沼
米
を
形
あ
る
愛
と
し
て
、

魚
沼
市
か
ら
世
界
へ
届
け
た
い
。
愛
あ
る

魚
沼
市
に
は
後
継
者
が
育
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
く
。
そ
ん
な
幸

せ
を
夢
に
こ
れ
か
ら

も
汗
を
か
い
て
い
き

ま
す
。

熱中症対策として

を活用しましょう

https://www.city.uonuma.lg.jp/
　　　　　　　　page/1022563.htm l

詳しくは、こちらでご覧になれます。

　クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）とは、暑さをし

のげる場所として、市が指定した施

設です。 暑い日は無理せずに、クーリ

ングシェルターをご利用ください。

　令和６年６月24日現在、公共施設

８カ所、ウエルシア薬局株式会社の

市内２店舗３カ所をご利用できます。

ウエルシア薬局新潟小出店

ウエルシア薬局新潟小出東店

ウエルシア新潟小出東店

民間施設２店舗３カ所

公共施設８カ所

魚沼市役所本庁舎（１階ロビー）

小出郷図書館

堀之内公民館図書室

湯之谷公民館図書室

広神図書館

守門公民館図書室

入広瀬公民館図書室

小出公園管理棟


